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株式会社ジャタはJATAの会員サポート拡大を目的として旅行業に係わる団体制度を取扱う会社です。

お問い合わせ・取扱代理店 株式会社ジャタ　TEL　03-3504-1751　　E-mail　mail@yu-jata.com

～旅行業者に必要とされる保険です。この機会にぜひご加入をご検討ください～
2013年度「旅行特別補償保険」・「旅行事故対策費用保険」 現在募集中（6月20日締切）

JATA会員企業向け団体保険制度のご案内

ＪＡＴＡ団体保険種類

旅行業者にみられる
費用負担事例

団体保険概要

支払われる
主な保険金

（旅行参加者1名あたり）

対象業務

旅行事故対策費用保険旅行特別補償保険

＊上記表は、JATA団体保険制度（旅行特別補償保険、旅行事故対策費用保険）の概要を示したものです。詳細は、パンフレット・JATAホームページ・「会
員向け有料サービス」または、㈱ジャタホームページhttp://www.yu-jata.comをご覧ください。
引受幹事保険会社：東京海上日動火災保険㈱
共同引受保険会社：ＡＩＵ損害保険株式会社　エース損害保険㈱　ジェイアイ傷害火災保険㈱　三井住友海上火災保険㈱
＊上記保険の内容は、2013年7月1日午前0時から2014年6月30日午後0時までを包括期間とするご契約の内容です。
ご加入にあたっては、必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。補償内容等については、契約者である日本旅行業協会の事務局にお渡ししてあります保険約
款によりますが、ご不明点がありましたら㈱ジャタまたは引受保険会社におたずねください。

13-T-00589（2013年4月作成）

海外企画旅行に参加中のお客様が事故により
傷害を被り、７日間の入院が必要となった。
社員を現地に派遣する等、お客様対応上数百万
円単位の費用がかかった。

お客様が海外企画旅行で事故に遭遇し、２名が
死亡した。
特別補償責任の規程により旅行業者は５，０００
万円の補償金を支払う必要が生じた。

企画旅行・手配旅行の別を問わず旅行者の旅行
行程中の事故のために、旅行業者が各種費用の
支出を余儀なくされた場合に、その事故対応費用
を補償します。
（海外用では「疾病危険等担保特約」を付帯する
ことにより旅行行程中の病気による費用等も対
象とすることができます。）
「ＪＡＴＡ海外緊急重大事故支援システム」に加入
される場合は、本保険へご加入ください。

旅行者が企画旅行に参加中の事故に遭われた
際のケガ・携行品の損害(オプション)に対して、旅
行業者が旅行業約款の特別補償規程に基づい
て、補償金・見舞金の支払責任を負担する場合
にその損害を補償します。

・事故対応費用保険金
（社員現地派遣費用・ランドオペレーター費用･
通信連絡費用･緊急応対関係費用･現地捜索
費用）
・救援者費用保険金
（救援者現地派遣費用・傷者・遺体移送費用・
遺体処理費用)
・見舞費用保険金(弔慰金・見舞金)
・臨時費用保険金
※保険金額　
　海外500万円・300万円・200万円、
　国内150万円・100万円・50万円から選択

・死亡補償保険金
（海外２，５００万円、国内１，５００万円）
・後遺障害補償保険金
（死亡補償保険金の３％～１００％）
・入院見舞費用保険金
（海外：入院日数により４万～４０万）
（国内：入院日数により２万～２０万）
・通院見舞費用保険金
（海外：通院日数により２万～１０万）
（国内：通院日数により１万～５万）
・携行品損害補償保険金（オプション）
（14万7,000円（免責金額（自己負担額）1事故
あたり3,000円））

・企画旅行
・手配旅行
（交通機関のみ、宿泊機関のみ等は対象外）

・企画旅行

JATA海外緊急重大事故支援システム

お問い合わせ
平成25年度募集中
（6月20日締切） 日本アイラック株式会社　TEL　03-5360-1391

海外で万一の重大事故が発生した場合、
緊急事故対応は大丈夫ですか？
1.支援システム発動対象は海外の企画旅行（募集型・受注型）です。
2.支援システム発動条件は「1名以上の死亡事故」等より発動になります。
3.年会費は42,000円（うち消費税2,000円）になります。

安価な費用で安心のバックアップが得られる
「JATA海外緊急重大事故支援システム」への
ご加入を「企業防衛」のためにぜひご検討ください。

JATA支援システムは、会員専用の「24時間緊急サポートデスク」を提供します。
365日、24時間体制で、事故処理対応に関する相談受付・アドバイスを実施します。

＜国内支援オプションサービス＞
2010年度（第14期）より、JATA支援システム利用会員が実
施する国内の企画旅行中（募集型・受注型）に、緊急事故処理
が発生した場合、企画旅行会社の対応を支援するための『国内
支援オプションサービス』が設けられました。

2013年
6月10日発行
vol.76

http://www.jata-net.or.jp/
発行　一般社団法人 日本旅行業協会
〒100-0013 東京都千代田区霞が関3-3-3 全日通霞が関ビル3階
TEL：03-3592-1271（代表）　TEL：03-3592-1244（広報）
FAX：03-3592-1268
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座
談
会  

ア
メ
リ
カ
方
面
需
要
の
底
上
げ
に
向
け
て

「
ブ
ラ
ン
ド
U
S
A
」と
連
携
、ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
期
待

・ ITCにおける卸販売が正式に解禁
・ 若手業界人の活躍に期待
　「JATA若者トラベル研究会」が初会合 JATA旅博2013

旅博ポスターが完成素材研究  （海外）ロンボク島　（国内）東濃地方
特
別
対
談

HOT NEWS



 特別対談
「東京都観光産業振興プラン」をめぐって

東
京
を
世
界
の
観
光
ブ
ラ
ン
ド
都
市
に

５
年
後
に
は
外
国
人
旅
行
者
１
０
０
０
万
人
を

　東
京
都
は
こ
の
ほ
ど
、国
際
都
市
・
東
京
の
魅
力
を
高
め
、よ
り
多
く
の
外

国
人
旅
行
者
を
誘
致
す
る
戦
略
な
ど
を
ま
と
め
た「
東
京
都
観
光
産
業
振

興
プ
ラ
ン
」を
発
表
し
ま
し
た
。東
京
都
も
含
め
た
関
東
甲
信
越
の
1
都
9

県
を
カ
バ
ー
す
る
J
A
T
A
関
東
支
部
の
池
畑
孝
治
支
部
長
が
、東
京
都
産

業
労
働
局
の
十
河
慎
一
観
光
部
長
に
東
京
都
の
観
光
施
策
に
つ
い
て
お
話
を

う
か
が
い
ま
し
た
。

〈出席者〉

◎ 十河　慎一 氏
（東京都産業労働局 観光部長）

◎ 池畑　孝治 氏
（JATA関東支部支部長・
近畿日本ツーリスト㈱執行役員

営業支援本部 海外旅行部長 訪日旅行部長）
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新
し
い
情
報
ツ
ー
ル
も
活
用
し
て

東
京
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

池
畑
支
部
長　

J
A
T
A
関
東
支
部

は
、
関
東
の
1
都
6
県
に
甲
信
越
の
3

県
を
加
え
た
10
都
県
と
い
う
広
い
範
囲

で
、
旅
行
の
現
場
に
携
わ
る
業
界
団
体

で
す
。
総
務
、
国
内
旅
行
、
海
外
旅

行
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
、
女
性
委
員
会
の

5
つ
の
委
員
会
と
、
10
都
県
の
地
区
委

員
会
が
定
期
的
な
活
動
の
ベ
ー
ス
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
東
京
都
産

業
労
働
局
観
光
部
長
と
い
う
お
立
場
か

ら
、
「
東
京
都
観
光
産
業
振
興
プ
ラ

ン
」
を
中
心
に
お
話
を
お
聞
か
せ
い
た

だ
く
と
同
時
に
、
旅
行
業
界
に
求
め
ら

れ
る
こ
と
へ
の
理
解
を
深
め
さ
せ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

十
河
部
長　

東
京
都
で
本
格
的
な
観

光
振
興
が
ス
タ
ー
ト
し
た
の
は
、

2
0
0
1
年
の
こ
と
で
し
た
。
都
の
産

業
労
働
局
に
観
光
を
統
括
す
る
組
織
が

誕
生
し
、
同
じ
年
に
第
1
次
の
観
光
産

業
振
興
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
「
千
客
万

来
の
国
際
都
市
」
を
目
指
す
こ
と
に

な
っ
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
ま
で
は
、
生

活
文
化
局
に
観
光
を
担
当
す
る
部
署
が

あ
り
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
都
民
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
観
光
を

振
興
す
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
し

た
。

　

当
時
は
、
世
界
の
主
要
都
市
が
観
光

客
を
誘
致
す
る
こ
と
で
、
経
済
振
興
を

図
っ
た
り
、
文
化
的
な
交
流
の
拡
大
を

促
進
し
、
都
市
の
価
値
を
高
め
よ
う
と

い
う
国
際
的
な
試
み
が
勢
い
を
増
し
て

い
た
時
期
で
す
。
都
庁
で
も
、
同
様
の

認
識
が
高
ま
り
、
外
国
人
旅
行
者
の
誘

致
に
乗
り
出
す
形
と
な
り
ま
し
た
。
国

際
会
議
を
東
京
に
誘
致
し
て
、
ビ
ジ
ネ

ス
都
市
と
し
て
の
東
京
を
経
済
的
な
側

面
と
同
時
に
文
化
的
に
も
活
力
を
高

め
、
国
際
都
市
に
育
て
て
い
こ
う
と
い

う
観
点
か
ら
も
、
取
り
組
み
が
強
化
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

池
畑
支
部
長　

当
時
の
観
光
振
興
の
方

針
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

十
河
部
長　

5
年
間
の
計
画
の
中
で
、

観
光
の
柱
と
し
て
「
東
京
の
魅
力
を
発

信
す
る
」
「
観
光
資
源
を
開
発
し
て
磨

き
上
げ
る
」
「
外
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
お
客
様
を
受
け
入
れ
る
体
制
を
整
備

す
る
」
と
い
う
3
つ
の
方
針
が
軸
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
方
針
は
、
そ
の
後
、

2
0
0
7
年
か
ら
の
第
2
次
観
光
産
業

振
興
プ
ラ
ン
で
も
基
本
的
に
継
承
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
第
2
次
の
段
階
に

な
る
と
、
観
光
の
視
点
か
ら
も
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
地
域
を
活
性
化
し
よ
う

と
い
う
動
き
も
高
ま
り
、
水
辺
や
町
並

み
が
整
備
さ
れ
て
、
都
市
と
し
て
の
風

格
も
高
ま
っ
て
き
た
と
言
え
ま
す
。

　

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
面
で
も
、

東
京
都
が
先
頭
に
立
っ
て
欧
米
豪
の
各

国
を
回
る
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
も
行
い
、

2
0
0
1
年
に
約
2
7
0
万
人
だ
っ
た

東
京
都
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行
者
数

も
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生
す
る
前
の

2
0
1
0
年
に
は
5
9
4
万
人
に
ま
で

増
加
し
て
、
6
0
0
万
人
に
迫
る
規
模

に
ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。
震
災
の
影
響

で
一
時
的
に
落
ち
込
み
ま
し
た
が
、
昨

年
の
実
績
は
2
0
1
0
年
に
近
い
水
準

ま
で
回
復
し
て
い
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。
今
年
に
入
っ
て
か
ら
も
、
訪
日
旅

行
の
動
き
は
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す

か
ら
、
も
う
一
段
階
の
飛
躍
を
目
指
し

て
新
し
い
観
光
産
業
振
興
プ
ラ
ン
を
ま

と
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

池
畑
支
部
長　

日
本
を
訪
れ
る
外
国
人

旅
行
者
の
約
7
割
が
東
京
に
来
て
い
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
、
海
外
に

向
け
て
ど
の
よ
う
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

く
方
針
で
し
ょ
う
か
。

十
河
部
長　

現
在
、
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー

も
含
め
て
、
日
本
や
東
京
が
注
目
さ

れ
、
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
が
ブ
ー
ム
の
よ

う
な
動
き
を
見
せ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
を
見
た
場
合
、

各
国
か
ら
の
外
国
旅
行
に
占
め
る
デ

ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
日
本

の
シ
ェ
ア
は
1
％
に
も
満
た
な
い
の

が
実
状
で
す
。
そ
れ
で
も
、
各
種
の

調
査
で
は
、
東
京
の
人
気
は
か
な
り

高
く
て
、
英
国
の
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
紙

の
調
査
で
は
、
東
京
が
2
年
連
続
で
満

足
度
の
高
い
観
光
地
の
1
位
に
な
っ
て

い
ま
す
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
口
コ

ミ
旅
行
サ
イ
ト
・
ト
リ
ッ
プ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
で
も
、
「
世
界
の
人
気
観
光
都
市

2
0
1
3
」
の
ア
ジ
ア
の
都
市
ラ
ン
キ

ン
グ
で
バ
ン
コ
ク
に
次
ぐ
2
位
に
東
京

が
躍
進
し
ま
し
た
。
人
気
の
高
さ
と
市

場
シ
ェ
ア
の
低
さ
と
い
う
ギ
ャ
ッ
プ
を

ど
う
埋
め
て
い
く
か
も
大
き
な
課
題
で

す
。
個
人
旅
行
者
の
情
報
獲
得
手
段
で

あ
る
S
N
S
を
活
用
す
る
重
要
性
も
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
東
京
都
の
観
光
振
興

の
現
場
を
支
え
る
東
京
観
光
財
団
も
、
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フ
ェ
ー
ス
ブ
ッ
ク
や
ツ
ィ
ッ
タ
ー
な
ど

新
し
い
ツ
ー
ル
を
効
果
的
に
活
用
す
る

方
針
で
す
。

観
光
産
業
の
振
興
に
向
け

５
つ
の
戦
略
を
策
定

池
畑
支
部
長　

東
京
の
特
性
や
魅
力
に

つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え
に
な

り
ま
す
か
。

十
河
部
長　

東
京
に
は
、
江
戸
以
来
の

4
0
0
年
に
及
ぶ
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

江
戸
と
い
う
の
は
特
殊
な
町
で
、
鎖
国

の
中
で
一
種
の
調
和
さ
れ
た
社
会
を
構

築
し
て
い
た
わ
け
で
す
。
そ
の
平
和
な

社
会
で
さ
ま
ざ
ま
な
町
人
文
化
が
栄

え
、
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

明
治
以
降
、
歴
史
の
変
遷
は
い
ろ
い
ろ

と
あ
り
ま
し
た
が
、
東
京
の
街
中
に
江

戸
の
文
化
や
生
活
の
名
残
り
は
遺
さ
れ

て
い
て
、
匠
の
技
に
し
て
も
、
生
活
文

化
に
し
て
も
、
非
常
に
洗
練
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
わ
れ
わ
れ

の
持
っ
て
い
る
文
化
の
奥
深
さ
を
も
っ

と
顕
在
化
さ
せ
て
発
信
し
、
東
京
を
訪

れ
た
外
国
人
に
提
供
し
て
い
く
と
い
う

の
が
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
す
。
民
間
の

皆
さ
ん
も
含
め
、
体
制
を
ど
う
整
え
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
が
、
重
要
な
ポ
イ

ン
ト
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

池
畑
支
部
長　

訪
日
旅
行
市
場
全
体
で

は
、
ア
ジ
ア
の
主
要
国
だ
け
で
7
割
も

の
シ
ェ
ア
を
占
め
ま
す
が
、
台
頭
著
し

い
新
興
国
市
場
に
は
ど
の
よ
う
な
誘
致

戦
略
を
と
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

十
河
部
長　

確
か
に
中
国
・
韓
国
・
台

湾
だ
け
で
過
半
に
及
び
ま
す
が
、
こ
う

し
た
市
場
で
は
、
す
で
に
民
間
に
お
い

て
現
地
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
し
て
い
た

た
め
、
こ
れ
ま
で
主
に
観
光
財
団
と
旅

行
会
社
が
連
携
し
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を

行
い
、
現
地
旅
行
会
社
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。
一

方
、
民
間
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
十
分

で
な
い
欧
米
で
は
行
政
が
先
頭
に
立
っ

て
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
、
市
場

開
拓
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

東
南
ア
ジ
ア
の
新
興
国
な
ど
に
つ
い

て
も
、
行
政
が
民
間
と
連
携
し
な
が
ら

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

池
畑
支
部
長　

新
し
い
「
東
京
都
観
光

産
業
振
興
プ
ラ
ン
」
で
策
定
さ
れ
た
5

つ
の
戦
略
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ
さ

い
。

十
河
部
長　

大
き
く
言
う
と
、
外
国

人
旅
行
者
誘
致
の
新
た
な
展
開
、

M
I
C
E
誘
致
の
推
進
、
魅
力
を
高
め

る
観
光
資
源
の
開
発
、
受
入
環
境
の
充

実
、
人
材
の
育
成
・
活
用
と
い
う
5
つ

で
す
。
特
に
、
外
国
人
旅
行
者
に
対
し

て
東
京
の
魅
力
を
発
信
し
、
東
京
へ
来

て
も
ら
う
と
い
う
部
分
を
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
す
る
こ
と
や
、
国
際
会
議
に
加
え
て

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
な
ど
ビ
ジ
ネ

ス
を
目
的
と
し
た
M
I
C
E
需
要
の
活

性
化
を
通
じ
て
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
振

興
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
考
え
方

が
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
資
源
の
開
発
に
お
い
て

も
、
食
文
化
や
ア
ニ
メ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
と
い
っ
た
新
し
い
観
光
資
源
を
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
し
た
り
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に

し
て
分
か
り
や
す
い
形
で
海
外
に
伝

え
れ
ば
、
よ
り
多
く
の

旅
行
者
を
誘
致
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。
受
入
環
境

に
つ
い
て
も
、
国
内
外

の
旅
行
者
が
個
人
で
情

報
を
自
由
に
キ
ャ
ッ
チ

し
な
が
ら
歩
け
る
よ
う

に
、
I
C
T
（
情
報
通

信
技
術
）
を
活
用
し
た

整
備
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
、
大
事
な
こ
と
が
人
材
の

育
成
で
す
。
観
光
振
興
の
重
要
性
が
高

ま
る
中
で
、
各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い

る
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
役
と
な
る

人
材
の
存
在
は
、
よ
り
大
き
な
成
果
に

結
び
つ
き
ま
す
。
地
域
間
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
を
機
能
さ
せ
る
こ
と
も
、

重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。
M
I
C
E
市
場

の
活
性
化
に
お
い
て
も
、
日
本
に
は
、

ま
だ
、
本
格
的
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
ラ

ン
ナ
ー
が
少
な
い
と
い
う
事
情
も
あ

り
、
東
京
観
光
財
団
や
民
間
の
力
を
合

わ
せ
て
、
人
材
を
育
成
す
る
仕
組
み
を

作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
誘
致
で

リ
ピ
ー
タ
ー
化
も

池
畑
支
部
長　

数
値
目
標
も
設
定
し
て

い
ま
す
か
。

十
河
部
長　

今
後
5
年
間
で
、
外
国
人

旅
行
者
を
1
0
0
0
万

人
ま
で
拡
大
す
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。
中

国
・
韓
国
・
台
湾
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
が
重

要
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
が
、
同

時
に
新
規
市
場
の
開
拓

を
通
じ
て
底
上
げ
し
て

い
く
努
力
も
求
め
ら
れ

ま
す
。
欧
米
に
つ
い
て

は
、
観
光
レ
ッ
プ
も
含
め
て
訴
求
を
強

め
な
が
ら
、
日
本
や
東
京
の
魅
力
を
効

果
的
に
発
信
し
て
個
人
旅
行
者
を
惹
き

付
け
て
い
く
戦
略
を
作
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
も
非
常
に
大
切
に
な
っ
て

き
ま
す
か
ら
、
今
年
は
、
ま
ず
、
こ
の

部
分
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

池
畑
支
部
長　

外
国
人
の
旅
行
者
誘
致

に
つ
い
て
は
、
昨
年
、
J
A
T
A
関
東

支
部
で
若
手
を
含
む
実
務
者
向
け
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
し
、
東
京

都
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
実
施
し

ま
し
た
。
2
番
目
の
M
I
C
E
戦
略
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
自
治
体
や
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
に
よ
る
取
り
組
み

は
会
議
誘
致
が
中
心
で
し
た
か
ら
、
東

京
都
と
し
て
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
力
を

入
れ
て
い
こ
う
と
い
う
部
分
に
つ
い

て
、
も
う
少
し
詳
し
く
お
話
を
聞
か
せ

十河 慎一 観光部長

池畑 孝治 支部長



 特別対談
「東京都観光産業振興プラン」をめぐって

東
京
を
世
界
の
観
光
ブ
ラ
ン
ド
都
市
に

５
年
後
に
は
外
国
人
旅
行
者
１
０
０
０
万
人
を

　東
京
都
は
こ
の
ほ
ど
、国
際
都
市
・
東
京
の
魅
力
を
高
め
、よ
り
多
く
の
外

国
人
旅
行
者
を
誘
致
す
る
戦
略
な
ど
を
ま
と
め
た「
東
京
都
観
光
産
業
振

興
プ
ラ
ン
」を
発
表
し
ま
し
た
。東
京
都
も
含
め
た
関
東
甲
信
越
の
1
都
9

県
を
カ
バ
ー
す
る
J
A
T
A
関
東
支
部
の
池
畑
孝
治
支
部
長
が
、東
京
都
産

業
労
働
局
の
十
河
慎
一
観
光
部
長
に
東
京
都
の
観
光
施
策
に
つ
い
て
お
話
を

う
か
が
い
ま
し
た
。

〈出席者〉

◎ 十河　慎一 氏
（東京都産業労働局 観光部長）

◎ 池畑　孝治 氏
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近畿日本ツーリスト㈱執行役員
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て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

十
河
部
長　

最
近
は
、
特
に
、
東
南
ア

ジ
ア
の
多
国
籍
企
業
の
方
々
が
東
京
や

日
本
に
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
状
況
も
あ
り
、
新
興
国
も
含
め
た
外

国
人
旅
行
者
誘
致
の
足
が
か
り
と
し

て
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
通
じ
て
東
京
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
レ
ジ
ャ
ー
で
も

来
て
い
た
だ
く
と
い
う
流
れ
を
作
り
出

せ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
は
、

ま
だ
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
レ
ジ
ャ
ー
で

来
ら
れ
る
方
は
少
な
い
で
し
ょ
う
が
、

東
南
ア
ジ
ア
の
皆
さ
ん
に
、
日
本
あ
る

い
は
東
京
の
魅
力
を
伝
え
る
有
効
な

ツ
ー
ル
と
し
て
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
位

置
づ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
あ
る
程
度
ま

と
ま
っ
た
数
で
来
て
も
ら
え
る
と
い
う

こ
と
で
も
魅
力
的
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
言

え
ま
す
か
ら
、
ま
ず
は
、
実
態
と
し

て
、
ど
の
く
ら
い
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

や
企
業
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
来
て
い
る
か

を
調
べ
て
み
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

同
時
に
、
民
間
の
方
々
と
協
力
し
て
東

京
へ
誘
致
す
る
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
進
め
方
も
検
討
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

池
畑
支
部
長　

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
経

済
的
な
波
及
効
果
と
し
て
は
、
個
人
の

お
客
様
の
数
倍
の
金
額
を
消
費
し
て

い
た
だ
け
る
と
い
う
一
次
的
な
効
果

と
、
将
来
的
に
、
ご
家
族
と
一
緒
に
レ

ジ
ャ
ー
ツ
ア
ー
と
し
て
リ
ピ
ー
タ
ー
化

す
る
と
い
う
二
次
的
な
効
果
も
期
待
で

き
ま
す
。
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
需
要
の
取

り
込
み
に
向
け
て
、
東
京
に
沢
山
あ
る

素
晴
ら
し
い
施
設
を
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

ツ
ア
ー
で
活
用
す
る
取
り
組
み
も
、
東

京
都
と
一
緒
に
進
め
ら
れ
れ
ば
、
強
力

に
セ
ー
ル
ス
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

十
河
部
長　

東
京
で
昨
年
開
催
さ
れ
た

I
M
F
・
世
銀
総
会
で
も
、
有
楽
町
や

銀
座
、
日
本
橋
界
隈
の
皆
さ
ん
が
お
も

て
な
し
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
て
い
ま

し
た
が
、
東
京
の
場
合
は
、
会
議
施
設

や
ビ
ジ
ネ
ス
街
の
周
辺
に
さ
ま
ざ
ま
な

施
設
な
ど
も
取
り
揃
っ
て
い
る
ゾ
ー
ン

が
あ
り
ま
す
。
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
を

会
議
や
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
使
っ
て
も
ら

う
工
夫
も
含
め
て
、
関
係
者
の
皆
さ
ん

が
協
力
し
て
取
り
組
む
と
、
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
ト
ラ
ベ
ル
や
企
業
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
誘
致
す
る
際
に
も
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

す
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
す
。
そ
う
し

た
ゾ
ー
ン
の
力
、
地
域
の
力
を
引
き
出

し
な
が
ら
取
り
組
み
を
進
め
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
へ

「
橋
渡
し
」
の
役
割
を

池
畑
支
部
長　

い
よ
い
よ
9
月
に
は
、

2
0
2
0
年
の
五
輪
開
催
地
が
決
定
し

ま
す
が
、
ぜ
ひ
、
東
京
で
の
開
催
を
実

現
し
て
い
た
だ
き
、
東
京
の
魅
力
を
世

界
に
向
け
て
発
信
す
る
大
き
な
機
会
を

作
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

十
河
部
長　

こ
れ
だ
け
さ
ま
ざ
ま
な
も

の
が
密
集
し
集
積
さ
れ
て
い
る
大
都
市

で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
よ
う
な
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
、
世
界
中
か
ら

訪
れ
る
旅
行
者
の
皆
さ
ん
を
ど
の
よ
う

に
お
も
て
な
し
で
き
る
か
と
い
う
こ
と

も
、
ぜ
ひ
、
世
界
の
人
た
ち
に
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
9
月
に

向
け
て
、
東
京
都
観
光
産
業
振
興
プ
ラ

ン
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
な
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
受
け
入
れ
、
楽
し
く
成
功
さ

せ
る
能
力
を
備
え
た
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

の
高
い
洗
練
さ
れ
た
都
市
で
あ
る
と
い

う
こ
と
を
、
懸
命
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
お

り
、
新
し
い
東
京
の
魅
力
を
凝
縮
し
た

冊
子
も
作
っ
て
、
世
界
中
の
方
に
配
布

し
て
東
京
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
く

活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
が
決
ま
れ
ば
、
2
0
2
0
年

ま
で
の
7
年
間
に
わ
た
っ
て
東
京
と
い

う
都
市
が
注
目
さ
れ
続
け
る
こ
と
に
な

り
ま
す
か
ら
、
東
京
を
訪
れ
る
外
国
人

旅
行
者
が
気
づ
い
て
く
れ
た
魅
力
や
価

値
を
、
ク
チ
コ
ミ
も
含
め
た
さ
ま
ざ
ま

な
媒
体
を
通
じ
て
知
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
し
、
そ
れ
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
な
情
報
を
発
信
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

池
畑
支
部
長　

最
後
に
、
観
光
を
通
じ

た
活
性
化
の
た
め
に
、
旅
行
会
社
や
民

間
に
で
き
る
こ
と
、
や
っ
て
ほ
し
い
と

考
え
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
教
え
て
い
た

だ
け
ま
す
か
。

十
河
部
長　

海
外
か
ら
の
旅
行
者
に
限

ら
ず
、
国
内
か
ら
の
旅
行
者
も
呼
び
込

み
た
い
と
思
っ
て
い
る
地
域
で
、
動
き

始
め
た
ば
か
り
だ
っ
た
り
、
素
晴
ら
し

い
観
光
資
源
が
あ
る
の
に
顕
在
化
さ
せ

ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
地
域
の
資
源
を
掘
り
起

こ
し
て
商
品
化
す
る
よ
う
な
手
助
け

を
、
旅
行
会
社
の
皆
さ
ん
に
は
積
極
的

に
や
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
ま
で
観
光
と
い
う
も
の
を
意

識
し
な
か
っ
た
地
域
や
民
間
の
皆
さ
ん

が
、
観
光
に
つ
い
て
国
内
旅
行
も
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
も
可
能
性
が
あ
り
そ
う
だ
と

感
じ
始
め
て
お
り
、
そ
う
い
う
方
々
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
旅
行
会
社
が
民
間
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て
作
っ
て
い
た

だ
き
、
海
外
に
向
け
て
も
発
信
し
て
い

た
だ
け
る
と
、
さ
ら
に
、
可
能
性
が
広

が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
東
京
都
の

場
合
、
民
間
の
皆
さ
ん
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
組
み
な
が
ら
、
現
場
を
支
え
て
い

る
の
は
観
光
財
団
で
す
か
ら
、
そ
の
観

光
財
団
を
中
心
に
、
今
ま
で
仲
間
で
は

な
か
っ
た
皆
さ
ん
も
集
ま
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
橋
渡
し
を
旅
行
会
社
に
や
っ

て
い
た
だ
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

池
畑
支
部
長　

最
初
に
話
さ
れ
た
着
地

型
旅
行
商
品
の
開
発
に
つ
い
て
は
、
昨

年
か
ら
J
A
T
A
の
地
区
支
部
な
ど
で

も
勉
強
会
を
始
め
て
い
ま
す
。
旅
行
会

社
は
こ
れ
ま
で
発
地
型
の
発
想
で
、
わ

れ
わ
れ
も
1
都
9
県
に
あ
る
素
晴
ら
し

い
素
材
に
目
を
向
け
る
機
会
が
少
な

か
っ
た
わ
け
で
す
が
、
勉
強
会
を
通
じ

て
商
品
造
成
な
ど
も
行
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
観
光
が
国
の
成
長
戦
略
で

7
つ
の
柱
の
ひ
と
つ
と
な
り
、
旅
行
会

社
も
日
本
経
済
の
成
長
の
た
め
に
力
に

な
れ
る
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
肝
に
銘
じ

て
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
今
日
は
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

東京観光を語る十河 慎一 観光部長と池畑 孝治 支部長（東京都庁）
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 特別対談   「東京都観光産業振興プラン」をめぐって
東京を世界の観光ブランド都市に
5年後には外国人旅行者1000万人を
　◎東京都産業労働局 十河 慎一 観光部長
　◎JATA関東支部 池畑 孝治 支部長（近畿日本ツーリスト㈱執行役員 営業支援本部 海外旅行部長 訪日旅行部長）・・・・・・・1
 座談会   アメリカ方面需要の底上げに向けて
「ブランドUSA」と連携
アクションプランの実施展開に期待
＜出席者＞
　◎JTBワールドバケーションズ 東日本販売本部 欧米企画第2チーム
　　岩瀬 昌子 チームマネージャー
　◎エイチ・アイ・エス 東日本ツアー事業部 アメリカ・オセアニアチーム
　　松浦 晃久 チームリーダー
　◎日本旅行業協会
　　長谷川 和芳 理事・事務局長・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5
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「
ブ
ラ
ン
ド
Ｕ
Ｓ
Ａ
」と
連
携

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
実
施
展
開
に
期
待

　
J
A
T
A
は
昨
年
9
月
、
ブ
ラ
ン
ド
U
S
A
と
「
日
本
・
ア
メ
リ
カ
観
光
交
流
年
」
の
覚
書
に
調
印

し
、
2
0
1
6
年
ま
で
に
双
方
の
努
力
に
よ
っ
て
訪
米
日
本
人
旅
行
者
数
を
3
7
5
万
人
に
ま
で
拡
大
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
米
国
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
担
当
す
る
J
T
B
ワ
ー
ル
ド
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
岩

瀬
昌
子
チ
ー
ム
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
エ
イ
チ
・
ア
イ
・
エ
ス
の
松
浦
晃
久
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
、
J
A
T
A
の

長
谷
川
和
芳
理
事
・
事
務
局
長
の
3
氏
に
米
国
市
場
の
現
状
や
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

＜出席者＞
◎JTBワールドバケーションズ

東日本販売本部 欧米企画第2チーム

岩瀬　昌子 チームマネージャー

◎エイチ・アイ・エス
東日本ツアー事業部 アメリカ・オセアニアチーム

松浦　晃久 チームリーダー

◎日本旅行業協会

長谷川　和芳 理事・事務局長

付
加
価
値
の
高
い

米
国
ツ
ア
ー
の
強
化
が
重
要

J
A
T
A

　菊
間
潤
吾
会
長

　全
米
と
日
本
を
結
ぶ
座
席
の
総
供

給
数
は
、大
変
に
大
き
い
も
の
が
あ

り
、わ
れ
わ
れ
悲
願
の
二
千
万
人
の
達

成
の
上
で
は
、何
と
し
て
も
こ
こ
を
強

化
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。特
に
ア
メ
リ
カ
線
に
お
い
て
、旅

行
会
社
が
ど
こ
ま
で
付
加
価
値
の
高

い
魅
力
的
な
商
品
造
成
を
し
て
い
け

る
か
が
キ
ー
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　ア
メ
リ
カ
は
国
土
も
広
く
、各
州
を

細
か
く
調
査
し
て
い
く
と
今
ま
で
パッ

ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
と
し
て
取
り
上
げ
て
い

な
い
、可
能
性
の
高
い
観
光
資
源
が
多

い
こ
と
に
気
づ
く
。ア
メ
リ
カ
は
ビ
ジ
ネ

ス
や
F
I
T
で
出
か
け
る
ケ
ー
ス
が
従

来
の
主
た
る
形
態
で
し
た
が
、

J
A
T
A
で
も
ブ
ラ
ン
ド
U
S
A
と

連
携
し
て
ア
メ
リ
カ
の
深
堀
り
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。私
は

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
パッ
ケ
ー
ジ
的
な
も
の
で

は
な
く
、旅
行
会
社
が
企
画
力
を
生

か
せ
る
未
開
の
地
の
よ
う
に
感
じ
て
お

り
、J
A
T
A
会
員
各
社
が
従
前
の

発
想
か
ら
脱
却
し
て
積
極
的
に
ア
メ

リ
カ
の
ツ
ア
ー
に
力
を
入
れ
、新
た
な

可
能
性
を
追
求
し
て
い
く
べ
き
時
で

あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。今
後
も

J
A
T
A
で
実
施
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ

深
堀
り
セ
ミ
ナ
ー
への
積
極
参
加
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

 座談会 アメリカ方面需要の底上げに向けて

　
今
回
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
し
て
、（
1
）
日
本
・
ア
メ
リ
カ
観
光
交
流
年
の
告

知
と
認
知
向
上
、（
2
）
旅
行
会
社
の
啓
蒙
・
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
、（
3
）

新
規
旅
行
商
品
開
発
を
促
進
す
る
プ
ラ
ン
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
立
案
・
実
施
、（
4
）

日
米
姉
妹
都
市
間
の
交
流
促
進
を
通
じ
た
旅
行
需
要
の
喚
起
、（
5
）
新
規
就
航
都

市
路
線
を
支
援
す
る
プ
ラ
ン
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
立
案
・
実
施
、（
5
）
J
A
T
A
旅

博
及
び
P
o
w
W
o
w
の
相
互
参
加
増
加
に
向
け
た
取
り
組
み
、（
7
）
定
期
的
な

業
界
会
議
を
通
じ
た
日
米
旅
行
業
界
間
の
交
流
促
進
、
と
い
う
7
つ
が
設
定
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
ら
に
基
づ
く
活
動
が
実
施
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
告
知
・
認
知
向
上
で
は
、
ポ
ス
タ
ー
を
1
万
部
作
っ
て
、
全
国
の
旅
行
会
社
や
観

光
局
、
航
空
会
社
な
ど
に
配
布
し
、
特
設
W
e
b
サ
イ
ト
も
開
設
。
旅
行
会
社
の

啓
蒙
・
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
深
掘
り
集
中
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す

る
と
同
時
に
、
ホ
ー
ル
セ
ー
ラ
ー
な
ど
主
要
旅
行
会
社
か
ら
ア
メ
リ
カ
推
進
リ
ー
ダ
ー

（
ア
メ
リ
カ
ト
ラ
ベ
ル
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
＝
U
S
T
P
）
を
育
成
す
る
た
め
月
1
回

の
勉
強
会
を
開
催
し
て
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
10
人
ず
つ
の

U
S
T
P
が
米
国
か
ら
公
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
良
質
で
魅
力
あ
る
ア
メ
リ

カ
旅
行
商
品
の
開
発
・
造
成
を
促
進
す
る
た
め
、
7
月
が
締
め
切
り
の
ア
メ
リ
カ
ツ

ア
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
お
り
、
J
A
T
A
ツ
ア
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
で
日
本
・
ア

メ
リ
カ
観
光
交
流
年
記
念
特
別
賞
を
設
定
し
、
9
月
の
J
A
T
A
旅
博
会
場
で
表

彰
商
品
を
発
表
す
る
予
定
で
す
。

7
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

ツ
ア
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
で
は
特
別
賞
も
設
定

2013 JUN  JATA Communication   5

2
0
1
6
年
ま
で
に
訪
米
日

本
人
旅
行
者
3
7
5
万
人

─
─
J
A
T
A
は
昨
年
9
月
、
米
国
の

観
光
促
進
団
体
で
あ
る
「
ブ
ラ
ン
ド

U
S
A
」
と
2
0
1
6
年
ま
で
に
訪
米

日
本
人
旅
行
者
3
7
5
万
人
を
目
指
す

「
日
本
・
ア
メ
リ
カ
観
光
交
流
年
」
の

覚
書
を
調
印
し
ま
し
た
。
覚
書
調
印
に

至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
、
ご
説
明
く
だ

さ
い
。

長
谷
川　

ブ
ラ
ン
ド
Ｕ
Ｓ
Ａ
は
、

２
０
１
０
年
３
月
に
制
定
さ
れ
た
観
光

業
促
進
法
（T

ourism
 Prom

otion 
A

ct

）
に
基
づ
い
て
発
足
し
た
、
海
外

市
場
か
ら
米
国
へ
の
観
光
需
要
の
活
性

化
を
目
指
す
組
織
で
す
。
半
官
半
民
の

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
事
業
体
で
あ
る
ブ
ラ

ン
ド
Ｕ
Ｓ
Ａ
は
、
世
界
的
な
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
陣
頭
指

揮
を
取
る
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
米
国

へ
の
外
国
人
旅
行
者
数
を
増
や
す
と
い

う
施
策
の
中
で
、
英
国
・
カ
ナ
ダ
と
と

も
に
日
本
が
最
初
の
重
点
国
に
位
置
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
と
し
て
も

一
緒
に
取
り
組
み
を
進
め
る
方
向
で
2

年
ほ
ど
前
か
ら
双
方
の
ト
ッ
プ
な
ど
が

意
見
交
換
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
7
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
軸

に
「
日
本
・
ア
メ
リ
カ
観
光
交
流
年
」

と
い
う
形
で
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
。

米
国
な
ら
で
は
の
都
市
の

魅
力
を
さ
ら
に
訴
求

─
─
J
A
T
A
と
ブ
ラ
ン
ド
U
S
A
の

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
る
一
方
で
、
旅

行
会
社
に
と
っ
て
、
現
在
の
米
国
マ
ー

ケ
ッ
ト
は
ど
の
よ
う
な
状
況
な
の
で

し
ょ
う
か
。

岩
瀬　

米
国
旅
行
需
要
が
急
激
に
伸
び

た
1
9
9
0
年
代
初
め
は
、
航
空
座
席

の
供
給
が
大
幅
に
増
え
、
ホ
テ
ル
の
客

室
も
十
分
に
確
保
さ
れ
ま
し
た
か
ら
、

旅
行
商
品
の
価
格
も
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に

な
っ
て
い
く
と
い
う
状
況
で
し
た
。
現

在
は
、
環
境
が
大
き
く
変
わ
り
、
航
空

座
席
の
供
給
は
逼
迫
し
、
ホ
テ
ル
も
簡

単
に
は
取
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特

に
、
米
国
市
場
は
、
航
空
座
席
も
ホ
テ

ル
も
W
e
b
を
通
じ
て
購
入
す
る
比
率

が
高
く
、
旅
行
会
社
を
利
用
し
な
い

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
規
模
が
拡
大
し
て
い
る

上
に
、
業
務
性
の
需
要
に
対
応
す
る
プ

ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
も
高
い
た
め
、
旅
行
会

社
は
航
空
座
席
ホ
テ
ル
の
確
保
が
難
し

く
、
米
国
へ
の
旅
行
需
要
そ
の
も
の
は

増
え
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
旅
行

会
社
は
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
る
と
い

う
状
況
で
す
。

松
浦　

欧
米
で
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
パ
ッ

ケ
ー
ジ
が
主
流
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、
日
本
で
も
そ
う
い
う
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
広
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
弊
社
の
場

合
、
F
I
T
向
け
の
エ
ア
＋
ホ
テ
ル
と

パ
ッ
ケ
ー
ジ
商
品
の
割
合
が
８
対
２
く

ら
い
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
お
客
様

は
、
F
I
T
価
格
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
料
金

の
比
較
を
徹
底
的
に
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
商
品
の
場
合
も
、

限
り
な
く
ス
ケ
ル
ト
ン
に
近
い
状
態
の

商
品
は
非
常
に
苦
戦
し
て
い
ま
す
か

ら
、
如
何
に
付
加
価
値
を
高
め
て
お
客

様
に
提
供
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
が
重

要
に
な
っ
て
く
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

─
─
供
給
・
需
要
と
も
に
変
化
が
進
む

中
で
、
旅
行
会
社
と
し
て
は
、
ど
の
よ

う
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

考
え
て
い
ま
す
か
。

岩
瀬　

ま
ず
、
大
都
市
に
滞
在
さ
れ
る

お
客
様
が
多
い
の
で
、
通
り
い
っ
ぺ
ん

で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
客
様
の
興

味
に
あ
っ
た
魅
力
の
あ
る
提
案
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

M
L
B
や
N
B
A
を
は
じ
め
と
す
る
ス

ポ
ー
ツ
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
シ
ー
ズ
ン

イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
米
国
な
ら
で
は
の
都

市
の
魅
力
を
フ
ィ
ー
チ
ャ
ー
し
な
け
れ



「
ブ
ラ
ン
ド
Ｕ
Ｓ
Ａ
」と
連
携

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
実
施
展
開
に
期
待

　
J
A
T
A
は
昨
年
9
月
、
ブ
ラ
ン
ド
U
S
A
と
「
日
本
・
ア
メ
リ
カ
観
光
交
流
年
」
の
覚
書
に
調
印

し
、
2
0
1
6
年
ま
で
に
双
方
の
努
力
に
よ
っ
て
訪
米
日
本
人
旅
行
者
数
を
3
7
5
万
人
に
ま
で
拡
大
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
米
国
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
担
当
す
る
J
T
B
ワ
ー
ル
ド
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
岩

瀬
昌
子
チ
ー
ム
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
エ
イ
チ
・
ア
イ
・
エ
ス
の
松
浦
晃
久
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
、
J
A
T
A
の

長
谷
川
和
芳
理
事
・
事
務
局
長
の
3
氏
に
米
国
市
場
の
現
状
や
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

＜出席者＞
◎JTBワールドバケーションズ

東日本販売本部 欧米企画第2チーム

岩瀬　昌子 チームマネージャー

◎エイチ・アイ・エス
東日本ツアー事業部 アメリカ・オセアニアチーム

松浦　晃久 チームリーダー

◎日本旅行業協会

長谷川　和芳 理事・事務局長

付
加
価
値
の
高
い

米
国
ツ
ア
ー
の
強
化
が
重
要

J
A
T
A

　菊
間
潤
吾
会
長

　全
米
と
日
本
を
結
ぶ
座
席
の
総
供

給
数
は
、大
変
に
大
き
い
も
の
が
あ

り
、わ
れ
わ
れ
悲
願
の
二
千
万
人
の
達

成
の
上
で
は
、何
と
し
て
も
こ
こ
を
強

化
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。特
に
ア
メ
リ
カ
線
に
お
い
て
、旅

行
会
社
が
ど
こ
ま
で
付
加
価
値
の
高

い
魅
力
的
な
商
品
造
成
を
し
て
い
け

る
か
が
キ
ー
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　ア
メ
リ
カ
は
国
土
も
広
く
、各
州
を

細
か
く
調
査
し
て
い
く
と
今
ま
で
パッ

ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
と
し
て
取
り
上
げ
て
い

な
い
、可
能
性
の
高
い
観
光
資
源
が
多

い
こ
と
に
気
づ
く
。ア
メ
リ
カ
は
ビ
ジ
ネ

ス
や
F
I
T
で
出
か
け
る
ケ
ー
ス
が
従

来
の
主
た
る
形
態
で
し
た
が
、

J
A
T
A
で
も
ブ
ラ
ン
ド
U
S
A
と

連
携
し
て
ア
メ
リ
カ
の
深
堀
り
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。私
は

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
パッ
ケ
ー
ジ
的
な
も
の
で

は
な
く
、旅
行
会
社
が
企
画
力
を
生

か
せ
る
未
開
の
地
の
よ
う
に
感
じ
て
お

り
、J
A
T
A
会
員
各
社
が
従
前
の

発
想
か
ら
脱
却
し
て
積
極
的
に
ア
メ

リ
カ
の
ツ
ア
ー
に
力
を
入
れ
、新
た
な

可
能
性
を
追
求
し
て
い
く
べ
き
時
で

あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。今
後
も

J
A
T
A
で
実
施
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ

深
堀
り
セ
ミ
ナ
ー
への
積
極
参
加
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

 座談会 アメリカ方面需要の底上げに向けて

　
今
回
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
し
て
、（
1
）
日
本
・
ア
メ
リ
カ
観
光
交
流
年
の
告

知
と
認
知
向
上
、（
2
）
旅
行
会
社
の
啓
蒙
・
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
、（
3
）

新
規
旅
行
商
品
開
発
を
促
進
す
る
プ
ラ
ン
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
立
案
・
実
施
、（
4
）

日
米
姉
妹
都
市
間
の
交
流
促
進
を
通
じ
た
旅
行
需
要
の
喚
起
、（
5
）
新
規
就
航
都

市
路
線
を
支
援
す
る
プ
ラ
ン
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
立
案
・
実
施
、（
5
）
J
A
T
A
旅

博
及
び
P
o
w
W
o
w
の
相
互
参
加
増
加
に
向
け
た
取
り
組
み
、（
7
）
定
期
的
な

業
界
会
議
を
通
じ
た
日
米
旅
行
業
界
間
の
交
流
促
進
、
と
い
う
7
つ
が
設
定
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
ら
に
基
づ
く
活
動
が
実
施
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
告
知
・
認
知
向
上
で
は
、
ポ
ス
タ
ー
を
1
万
部
作
っ
て
、
全
国
の
旅
行
会
社
や
観

光
局
、
航
空
会
社
な
ど
に
配
布
し
、
特
設
W
e
b
サ
イ
ト
も
開
設
。
旅
行
会
社
の

啓
蒙
・
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
深
掘
り
集
中
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す

る
と
同
時
に
、
ホ
ー
ル
セ
ー
ラ
ー
な
ど
主
要
旅
行
会
社
か
ら
ア
メ
リ
カ
推
進
リ
ー
ダ
ー

（
ア
メ
リ
カ
ト
ラ
ベ
ル
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
＝
U
S
T
P
）
を
育
成
す
る
た
め
月
1
回

の
勉
強
会
を
開
催
し
て
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
10
人
ず
つ
の

U
S
T
P
が
米
国
か
ら
公
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
良
質
で
魅
力
あ
る
ア
メ
リ

カ
旅
行
商
品
の
開
発
・
造
成
を
促
進
す
る
た
め
、
7
月
が
締
め
切
り
の
ア
メ
リ
カ
ツ

ア
ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
お
り
、
J
A
T
A
ツ
ア
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
で
日
本
・
ア

メ
リ
カ
観
光
交
流
年
記
念
特
別
賞
を
設
定
し
、
9
月
の
J
A
T
A
旅
博
会
場
で
表

彰
商
品
を
発
表
す
る
予
定
で
す
。

7
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

ツ
ア
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
で
は
特
別
賞
も
設
定
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ば
な
り
ま
せ
ん
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
需
要
も

増
加
し
て
き
て
い
る
の
で
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
に
も
都
市
や
テ
ー
マ
パ
ー
ク
を
選

ん
で
い
た
だ
け
る
工
夫
も
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
周
遊
型
の
欲
張

り
ツ
ア
ー
に
つ
い
て
も
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ

ル
に
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
見
て
回
り
た

い
と
い
う
お
客
様
も
か
な
り
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
、
そ
の
需
要
に
対
し
て
も

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

松
浦　

弊
社
は
、
F
I
T
向
け
の
フ

リ
ー
商
品
が
中
心
の
た
め
、
米
国
の
魅

力
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
に
上
手
く
反

映
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
の

で
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
合
わ
せ
て
商
品
内

容
の
強
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ハ
ネ

ム
ー
ン
層
に
向
け
て
は
、
カ
リ
ブ
海
と

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ワ
ー
ル
ド
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス

の
組
み
合
わ
せ
が
こ
こ
数
年
人
気
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
シ
ニ
ア
層

へ
の
取
り
組
み
を
今
後
、
強
化
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

W
e
b
強
化
で
時
価
レ
ー

ト
活
用
し
た
ツ
ア
ー
も

岩
瀬　

米
国
も
今
、
売
れ
る
と
こ
ろ
が

決
ま
っ
て
し
ま
っ
て
お
り
、
世
界
遺
産

な
ど
も
含
め
て
内
陸
の
南
部
や
中
西
部

な
ど
い
ろ
い
ろ
と
観
光
素
材
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
な
か
な
か
開
発
で
き

な
い
と
い
う
悩
み
が
あ
り
ま
す
。
そ
う

し
た
部
分
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
、

周
遊
型
の
ツ
ア
ー
を
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
工
夫
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
と
比

較
し
た
時
に
も
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
開
発
的
に
は

大
き
な
ハ
ー
ド
ル
か
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。

松
浦　

米
国
は
都
市
も
多
種
多
様
で
ど

う
し
て
も
分
散
し
が
ち
な
一
方
で
、
各

都
市
に
ど
う
い
う
特
色
や
強
み
が
あ
る

の
か
も
伝
え
き
れ
て
い
な
い
の
が
実
情

で
す
。

　

例
え
ば
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ

は
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
も
オ
ー
ラ
ン
ド

に
も
あ
り
、
シ
ー
ワ
ー
ル
ド
も
、
サ
ン

デ
ィ
エ
ゴ
と
フ
ロ
リ
ダ
に
あ
り
ま
す

が
、
お
客
様
に
そ
の
違
い
や
強
み
を
明

確
に
表
現
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

岩
瀬　

も
う
一
つ
、
対
極
の
話
に
な
り

ま
す
が
、
W
e
b
商
品
の
強
化
も
図
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
さ
き
ほ
ど
も

言
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
や
季
節
イ
ベ
ン
ト
な

ど
、
紙
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
展
開
で

き
な
い
よ
う
な
細
か
い
S
I
T
に
つ
い

て
は
、
W
e
b
が
適
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
同
時
に
、
F
I
T
の
お
客
様
が

実
際
に
米
国
へ
行
っ
て
何
を
さ
れ
て
い

る
の
か
は
、
な
か
な
か
捉
え
き
れ
な
い

の
で
、
し
っ
か
り
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
で
捉
え
て
い
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
仕
入
れ
面
で
は
、
航
空
も
ホ
テ

ル
も
時
価
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
固
定

商
品
で
の
対
応
は
難
し
い
中
、
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
の
レ
ー
ト
の
在
庫
を
ど
う
活
用

す
る
か
、
現
地
と
研
究
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

長
谷
川　

J
A
T
A
と
し
て
は
、
深
掘

り
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
り
、
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
核
に
情
報
交
換
を

行
っ
た
り
、
旗
振
り
役
と
し
て
会
員
会

社
の
一
助
に
な
れ
れ
ば
と
考
え
て
、
ブ

ラ
ン
ド
U
S
A
と
の
連
携
を
進
め
て
い

ま
す
。

岩
瀬　

自
助
努
力
も
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
同
時
に
、
露
出
が
増
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
大
き
い
効
果
が

得
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
る
と
思
い

ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
魅
力
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
訴
求
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な

ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
見
せ
て
い
く
工
夫
を
続

け
ら
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
旅
行

会
社
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
ブ

ラ
ン
ド
Ｕ
Ｓ
Ａ
と
し
て
の
露
出
が
可
能

で
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
、
ご
協
力
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

松
浦　

米
国
の
露
出
は
ど
ん
ど
ん
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

海
外
旅
行
全
体
の
中
で
も
、
ア
メ
リ
カ

が
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
と
い
う
と
こ

ろ
を
、
今
後
も
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
旅
行
会
社
は
も

ち
ろ
ん
で
す
が
、
航
空
会
社
や
ホ
テ

ル
、
政
府
観
光
局
な
ど
も
一
体
と
な
っ

て
、
ぜ
ひ
、
日
米
の
協
力
に
よ
る
取
り

組
み
が
成
功
し
て
欲
し
い
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

長谷川　和芳 理事・事務局長

岩瀬　昌子 チームマネージャー

松浦　晃久 チームリーダー



消費者相談室ハイ！
こちら

法
務
・コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
室

（
監
修 

弁
護
士

　三
浦
雅
生
）

第
９
回 

「
損
害
賠
償
責
任
」と

 「
旅
程
保
証
責
任
」の
違
い

法務の窓口 お客様の満足度向上を目指して

苦
情
事
例
に
学
ぶ
⑨

今
回
の
テ
ー
マ
：

　
　
　食
あ
た
り
の
責
任

　

梅
雨
か
ら
夏
本
番

へ
、
い
よ
い
よ
出
発
の

ピ
ー
ク
を
む
か
え
忙
し

い
日
々
が
続
い
て
い
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ

の
時
期
に
お
い
て
は
、

よ
く
旅
行
中
の
食
事
に

関
し
て
の
問
題
が
取
り
沙
汰
さ
れ
ま
す
が
、
実
は
こ
う
い
っ
た

申
し
出
は
、
一
年
を
通
し
て
散
見
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
は
団
体
ツ
ア
ー
行
程
中
に
提
供
さ
れ
た
食
事
に
関
し

て
、
『
3
日
目
に
、
参
加
者
の
大
半
が
体
調
不
良
を
訴
え
、
帰

国
後
の
診
察
で
は
急
性
胃
腸
炎
と
い
う
診
断
。
旅
行
会
社
側
か

ら
は
原
因
特
定
で
き
な
い
が
、
お
見
舞
金
と
し
て
5
千
円
を
支

払
い
、
観
光
の
一
部
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
わ
れ
わ
れ
に
は
、

そ
れ
に
見
合
う
5
千
円
、
計
1
万
円
を
支
払
う
と
い
う
書
面
が

き
た
。
今
件
は
ツ
ア
ー
中
の
食
事
が
原
因
な
の
で
納
得
で
き
な

い
！
ツ
ア
ー
代
金
の
半
額
を
返
せ
！
』
と
い
う
申
し
出
か
ら
、

旅
程
に
盛
り
込
ま
れ
た
食
事
が
原
因
と
主
張
さ
れ
る
体
調
不
良

は
、
旅
行
会
社
の
責
任
か
ど
う
か
を
検
証
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

申
し
出
内
容
は
こ
う
で
す

　

東
南
ア
ジ
ア
周
遊
5
日
間
の
団
体
ツ
ア
ー
に
参
加
中
、
3
日

目
昼
食
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
の
後
、
わ
れ
わ
れ
を
含
め
参
加
し
た
36
名

中
30
名
に
、
突
然
下
痢
や
嘔
吐
の
症
状
が
出
た
。
そ
の
時
に

は
、
ま
だ
症
状
が
な
か
っ
た
数
名
は
、
そ
の
ま
ま
予
定
の
行
程

を
こ
な
し
た
ら
し
い
が
、
ホ
テ
ル
に
戻
っ
て
き
て
か
ら
同
様

に
、
激
し
い
下
痢
や
嘔
吐
の
症
状
が
出
た
と
の
こ
と
。
現
地
手

配
会
社
か
ら
病
院
を
紹
介
さ
れ
て
診
察
を
受
け
、
処
方
さ
れ
た

薬
を
飲
ん
で
一
時
し
の
ぎ
と
は
な
っ
た
が
、
帰
国
後
改
め
て
病

院
に
て
診
察
の
結
果
、
急
性
胃
腸
炎
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　

旅
行
会
社
側
か
ら
は
、
3
日
目
の
レ
ス
ト
ラ
ン
を
含
む
、
そ

れ
以
前
に
利
用
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
す
べ
て
を
確
認
し
て
も
、
症

状
と
食
事
と
の
因
果
関
係
が
あ
る
と
は
断
定
ま
で
で
き
な
い
た

め
、
社
で
検
討
の
結
果
、
お
見
舞
金
と
し
て
申
し
出
者
全
員
に

一
律
5
千
円
、
さ
ら
に
3
日
目
昼
食
後
予
定
の
観
光
に
参
加
で

き
な
か
っ
た
わ
れ
わ
れ
に
は
、
そ
の
分
に
見
合
う
5
千
円
、
計

1
万
円
を
支
払
う
と
い
う
書
面
が
き
た
。

　

ツ
ア
ー
参
加
中
に
提
供
さ
れ
た
食
事
が
原
因
で
、
団
体
の
ほ

と
ん
ど
が
体
調
を
崩
し
た
の
は
明
ら
か
で
到
底
納
得
で
き
ず
、

ま
た
結
果
と
し
て
行
程
5
日
間
の
半
分
し
か
順
調
に
こ
な
せ
て

い
な
い
。
こ
ん
な
食
事
を
提
供
す
る
よ
う
な
企
画
を
し
た
旅
行

会
社
の
責
任
を
追
及
し
、
ツ
ア
ー
代
金
の
半
額
4
万
円
の
支
払

い
を
求
め
た
が
、
旅
行
会
社
か
ら
は
レ
ス
ト
ラ
ン
選
定
上
の
過

失
は
な
い
と
し
て
、
そ
こ
ま
で
は
応
じ
ら
れ
な
い
と
い
わ
れ
て

い
る
。
な
ん
と
か
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
？ 

解
決
に
向
け
て
の
指
針

　

今
件
の
問
題
と
推
測
さ
れ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
が
、
仮
に
最
近
た

び
た
び
食
中
毒
事
件
を
発
生
さ
せ
て
お
り
、
保
健
所
等
か
ら
営

業
停
止
な
ど
の
処
分
を
受
け
て
い
た
前
歴
が
あ
っ
た
の
で
あ
れ

ば
、
旅
行
会
社
に
選
定
上
の
過
失
が
問
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
が
、
当
該
レ
ス
ト
ラ
ン
が
現
地
法
令
に
基
づ
く
営
業
許
可

を
も
っ
て
い
て
、
過
去
に
問
題
を
発
生
さ
せ
た
前
歴
が
な
い
場

合
な
ど
は
、
旅
行
会
社
の
責
任
は
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　

次
に
、
旅
行
会
社
が
検
討
す
べ
き
こ
と
は
、
特
別
補
償
の
問

題
で
す
。
同
規
程
上
の
支
払
い
対
象
に
該
当
す
る
場
合
は
、
通

院
見
舞
金
や
入
院
見
舞
金
等
の
支
払
い
が
発
生
し
ま
す
。
今
件

は
「
急
性
胃
腸
炎
」
と
い
う
症
状
が
、
補
償
の
対
象
外
と
な
っ

て
い
る
、
「
細
菌
性
食
物
中
毒
」
に
該
当
す
る
か
と
い
う
点
を

含
め
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
医

師
の
診
断
書
を
も
と
に
保
険
会
社
に
照
会
し
て
み
る
こ
と
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
こ
と
と
は
別
に
、
今
回
は
団
体
客
の
ほ
と
ん
ど
が
同
様

な
症
状
で
あ
る
た
め
、
速
や
か
に
お
見
舞
金
等
を
提
示
し
た
会

社
の
判
断
は
、
お
客
様
に
は
一
定
の
理
解
が
得
ら
れ
た
の
で
は

な
か
っ
た
か
と
い
う
案
件
で
す
。

●
提
案

　

今
件
で
は
、
現
地
手
配
会
社
が
速
や
か
に
体
調
不
良
の
方
々

に
対
し
て
、
病
院
の
紹
介
や
手
配
を
実
施
し
て
お
り
、
こ
の
点

は
、
お
客
様
か
ら
も
一
定
の
評
価
を
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
海
外
旅
行
で
の
怪
我
や
病
気
は
、
場
合
に
よ
っ
て
生

死
に
も
か
か
わ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
対
応
の
仕
方
は
極
め
て

重
要
で
す
。
こ
の
保
護
措
置
が
欠
け
て
し
ま
う
と
、
安
全
確
保

義
務
が
履
行
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
、
旅
行
会
社
側
の
責
任
を

厳
し
く
追
及
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
結
果
と
し

て
、
旅
行
会
社
自
身
ま
た
は
そ
の
手
配
代
行
者
の
故
意
ま
た
は

過
失
に
よ
っ
て
、
旅
行
者
に
損
害
を
与
え
た
＝
症
状
を
悪
化
さ

せ
た
と
解
釈
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
る
可
能
性
も
で
て
き
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
今
件
で

お
客
様
側
が
主
張
さ
れ
て
い
る
請
求
額
以
上
の
支
払
い
が
発
生

す
る
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
の
で
、
添
乗
員
や
現
地
手
配
会
社
へ

速
や
か
な
対
応
を
心
が
け
る
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
注
意
喚
起
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
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消費者相談室ハイ！
こちら

法
務
・コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
室

（
監
修 

弁
護
士

　三
浦
雅
生
）

第
９
回 
「
損
害
賠
償
責
任
」と

 「
旅
程
保
証
責
任
」の
違
い

法務の窓口 お客様の満足度向上を目指して

苦
情
事
例
に
学
ぶ
⑨

今
回
の
テ
ー
マ
：

　
　
　食
あ
た
り
の
責
任

　

今
回
は
、
企
画
旅
行
に
お
い
て
旅
程
の
変
更
が
発
生
し
た
際

に
旅
行
業
者
が
負
う
責
任
に
つ
い
て
特
に
誤
解
が
生
じ
や
す
い

「
損
害
賠
償
責
任
」
と
「
旅
程
保
証
責
任
」
の
相
違
に
つ
い
て

述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。（
な
お
、「
募
集
型
」
も
「
受
注

型
」
も
考
え
方
は
同
じ
で
す
の
で
、本
文
中
の
「
約
款
」
は
「
標

準
旅
行
業
約
款
募
集
型
企
画
旅
行
契
約
の
部
」
と
し
ま
す
。）

「
A
ホ
テ
ル
が
手
配
で
き
ず

B
ホ
テ
ル
に
変
更
さ
れ
た
と
き
の
変

更
補
償
金
は
い
く
ら
？
」

　

こ
の
問
い
は
、「
損
害
賠
償
責
任
」
を
「
旅
程
保
証
責
任
」

と
誤
解
し
て
い
る
一
例
で
す
。

　

ま
ず
、
企
画
旅
行
に
お
い
て
旅
行
業
者
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
最
終
旅
程
表
に
「
A
ホ
テ
ル
利
用
」
と
記
載
し
て
し
ま
っ

た
以
上
、
旅
行
業
者
は
、
A
ホ
テ
ル
の
手
配
を
必
ず
完
成
さ

せ
る
契
約
上
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
旅
行
業
者
の

手
配
ミ
ス
等
で
A
ホ
テ
ル
の
手
配
が
で
き
ず
B
ホ
テ
ル
に
変

更
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
に
は
、
A
ホ
テ
ル
を
手
配
す
べ

き
義
務
を
旅
行
業
者
が
履
行
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
こ
の
こ
と
で
お
客
様
に
損
害
が
生
じ
て
い
れ
ば
、
お
客
様

は
、
そ
の
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
民
法

第
4
1
5
条
）。
な
お
、
損
害
賠
償
は
別
段
の
意
思
表
示
が
な

い
と
き
は
金
銭
を
も
っ
て
行
い
ま
す
の
で
、
こ
の
お
金
が
損
害

賠
償
金
で
あ
り
、
旅
行
業
者
の
「
損
害
賠
償
責
任
」
の
内
容
に

な
り
ま
す
（
約
款
第
27
条
）。

　

一
方
、
旅
行
業
者
が
A
ホ
テ
ル
の
手
配
を
完
成
し
て
い
た

の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
A
ホ
テ
ル
側
が
い
わ
ゆ
る
オ
ー
バ
ー

ブ
ッ
ク
の
発
生
等
の
ホ
テ
ル
側
の
事
情
に
よ
り
B
ホ
テ
ル
に

変
更
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
に
は
、
旅
行
業
者
に
は
手
配
ミ

ス
は
な
い
の
で
す
が
、
お
客
様
に
対
し
て
は
「
変
更
補
償
金
」

を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
責
任
が
「
旅
程
保
証

責
任
」
で
す
（
約
款
第
29
条
）。

　

な
お
、「
損
害
賠
償
責
任
」
に
よ
る
「
損
賠
賠
償
金
」
と
は
、

旅
行
業
者
に
契
約
違
反
（
過
失
）
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
お

客
様
が
被
っ
た
損
害
に
対
し
、
旅
行
業
者
が
そ
の
損
害
を
埋
め

合
わ
せ
る
た
め
に
支
払
う
性
質
の
お
金
で
あ
り
、
一
方
、「
旅

程
保
証
責
任
」
に
よ
る
「
変
更
補
償
金
」
と
は
、
旅
行
業
者
に

契
約
違
反
（
過
失
）
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
A
ホ
テ
ル
側

の
オ
ー
バ
ー
ブ
ッ
ク
等
が
原
因
で
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
で
保
証

し
た
旅
程
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
対
す
る
契
約
上
の
見
舞
金

的
な
性
質
を
も
っ
た
お
金
、
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

「
損
害
賠
償
金
」
の
額
は
約
款
で
決

ま
って
い
な
い
の
？

　
「
旅
程
保
証
責
任
」
に
よ
る
「
変
更
補
償
金
」
の
額
に
つ
い

て
は
約
款
で
細
か
く
算
定
方
式
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、

お
客
様
が
支
払
っ
た
旅
行
代
金
や
ホ
テ
ル
の
変
更
等
の
発
生
を

い
つ
の
時
点
で
知
ら
せ
た
の
か
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
こ
の
変
更

の
場
合
に
は
、
旅
行
代
金
の
何
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
か
ら
、

い
く
ら
に
な
る
と
い
う
算
定
方
式
が
約
款
に
存
在
し
ま
す
。
し

か
し
、「
損
害
賠
償
責
任
」
に
よ
る
「
損
害
賠
償
金
」
の
額
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
約
款
で
は
手
荷
物
損
害
の
場
合
の
上
限
を

除
き
算
定
方
式
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

し
た
が
っ
て
、「
損
害
賠
償
金
」
の
額
に
つ
い
て
は
、
お
客

様
側
か
ら
損
害
を
受
け
た
旨
、
ま
た
、
被
っ
た
損
害
は
い
く
ら

に
相
当
す
る
の
か
に
つ
き
、
お
客
様
側
か
ら
旅
行
業
者
に
一
定

の
期
間
内
（
例
え
ば
、
旅
程
の
変
更
に
つ
い
て
の
損
害
は
損
害

発
生
の
翌
日
か
ら
2
年
以
内
）
に
通
知
を
し
て
、
そ
の
後
、
最

終
的
な
額
を
決
め
て
い
く
と
い
う
の
が
、
約
款
が
定
め
て
い
る

本
来
の
流
れ
で
す
。（
約
款
第
27
条
第
1
項
）。

　

し
か
し
、
実
務
上
は
、
お
客
様
か
ら
の
こ
う
し
た
通
知
を
待

つ
こ
と
な
く
、
旅
行
業
者
側
か
ら
先
に
「
こ
の
額
で
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？
」
と
お
詫
び
し
た
後
に
金
額
を
提
示
し
、
交
渉
が

成
立
す
れ
ば
そ
の
額
で
支
払
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
方
法
は
、
迅
速
な
処
理
を
行
う
う

え
で
望
し
い
や
り
方
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
旅
行
業
者
側
が
「
損
害
賠
償
金
」
を
提
示
す
る
に

あ
た
り
、
個
々
の
お
客
様
の
事
情
に
応
じ
た
賠
償
額
を
算
定
す

る
の
は
、
大
変
煩
雑
で
あ
り
、
ま
た
、
難
解
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

旅
行
業
者
は
、
約
款
で
定
め
た
「
旅
程
保
証
の
変
更
補
償
金
」

の
算
定
方
法
を
参
考
に
し
な
が
ら
「
損
害
賠
償
金
」
の
額
を
決

め
て
い
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
た
だ
、
こ
の
場
合
注
意
す

べ
き
こ
と
は
、「
損
害
賠
償
金
」
の
額
は
、
旅
行
業
者
に
手
配

ミ
ス
等
の
過
失
の
あ
る
場
合
で
す
か
ら
、
旅
行
業
者
に
何
も
ミ

ス
（
過
失
）
が
な
い
の
に
支
払
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
「
変
更

補
償
金
」
の
額
と
比
較
し
、
少
な
く
と
も
そ
れ
以
上
の
額
を
提

示
す
る
の
が
通
常
で
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
服
部
）

お客様の信頼確保にコンプライアンスは必須。
旅行取引に関わる基本的な法務知識のうち、
誤解しやすいテーマを取り上げて分かりやすい文章で解説します。
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新
関
西
国
際
空
港
は
５
月
18
日
と
19
日
の
両
日
、「
〜

世
界
に一番
近
い
旅
の
博
覧
会
〜
関
空
旅
博
２
０
１
３
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
関
空
旅
博
２
０
１
３
は
、観
光
庁
の
後
援
と
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ

の
協
賛
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、関
西
支
部
の
共
催

に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
も
実
施
。

　
今
年
は
１
４
５
団
体
が
出
展
し
、２
日
間
の
来
場
者

数
は
３
万
８
０
０
０
人
に
達
し
て
、昨
年
か
ら
９
％
増
加

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、５
月
17
日
に
実
施

さ
れ
た
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
関
西
支
部

主
催
に
よ
る
会
員
社
員
と
各

国
政
府
観
光
局
と
の
情
報
交

換
会
で
あ
る
Ｂ
ｔｏ
Ｂ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
・イ
ベ
ン
ト
で
は

16
団
体
が
出
展
し
、30
社
38

人
が
参
加
し
ま
し
た
（
写

真
）。

支部活動報告

●毎月20日発売 ※発売日は変わる場合がございます●毎月20日発売 ※発売日は変わる場合がございます
JTB時刻表シリーズ
旅にデスクに 
定番の一冊

携帯に便利な
コンパクト
サイズ

大きな数字で
読みやすい

不定期刊●B6判●定価630円（税込）月刊●B5判●定価1,150円（税込） 不定期刊●A4判●定価1,350円（税込）

JTB時刻表シリーズ
信頼と実績のロングセラー

国際観光フォーラムの全てのプログラム（Marke t  
Up-date Seminar, 東アジア旅行市場分析、その他のシ
ンポジウムすべて）の参加料と、旅博（展示会）入場料（会
期中再入場可）が含まれております。

関
空
旅
博
２
０
１
３
に
３
万
８
０
０
０
人

「旅で示そう 日本の元気」
～Japan ‒ Treasure Islands of Tourism and Opportunity～

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
旅
博

ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
決
定
！

参
加
無
料
！
バ
イ
ヤ
ー・セ
ラ
ー
登
録

６
／
12
よ
り
受
付
開
始
！

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
国
際
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
申
し
込
み
の
ご
案
内

会員種別
JATA会員
JATA非会員

■2日間通しの参加登録料
参加登録料

1名様10,000円（税込）
1名様12,000円（税込）

各日開催される国際観光フォーラムの参加料と、旅博（展示
会）入場料（会期中再入場可）が含まれております。
【参加できる国際観光フォーラムのプログラム】
9/13のみ参加：Market Up-date Seminar,東アジア市場分析
9/14のみ参加：その他のシンポジウム（複数参加可能）

会員種別
JATA会員
JATA非会員

■いずれか1日のみの参加登録料
参加登録料

1名様5,000円（税込）
1名様6,000円（税込）

※プログラム・会場・時間は5月20日現在のもので、今後、追加・変更する場合があります。また、各プログラム登壇者は現在調
整中のため、決定次第ホームページ等でお知らせいたします。

9月13日（金）に開催するMarket Up-date Seminarの参
加料と、旅博（展示会）入場料（会期中再入場可）が含ま
れております。

会員種別
JATA会員
JATA非会員

■Market Up-date Seminarのみの参加登録料
参加登録料

1名様3,000円（税込）
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■
応
募
総
数
60
点
以
上
！

　
学
生
の
感
性
あ
ふ
れ
る
作
品
が
集
結
！

日
本
在
住
の
学
生
を
対
象
に
、
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ

テ
ィ
シ
ョ
ン
を
実
施
。
厳
正
な
る
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
を

選
出
し
ま
し
た
。

今
後
公
式
ポ
ス
タ
ー
と
し
て
、
ま
た
チ
ラ
シ
や
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
ほ
か
、
各
種
広
告
等
の
メ
イ
ン
ビ
ジ
ュ
ア
ル
と
し
て
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

最
優
秀
賞
：
学
校
法
人
・
専
門
学
校 

東
京
モ
ー
ド
学
園

　
　
　
　
　

菊
地 

睦
美 

さ
ん

■
登
録
バ
イ
ヤ
ー
・
セ
ラ
ー
へ
の
参
加
特
典

・
首
都
圏
を
除
く
地
方
の
登
録
バ
イ
ヤ
ー
・
セ
ラ
ー
に

は
宿
泊
費
2
日
分
を
J
A
T
A
が
負
担
！

※
交
通
費
等
は
参
加
者
各
自
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

・
商
談
会
の
参
加
者
情
報
を
集
約
し
た
「
バ
イ
ヤ
ー
・

セ
ラ
ー
ブ
ッ
ク
」
と
、
商
談
会
の
「
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
」
を
参
加
者
全
員
に
進
呈
！

■
「
J
A
T
A
旅
博
国
際
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
2
0
1
3
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
予
定
）

9
月
13
日
（
金
）
13
：
00
～
17
：
00
　
東
6
ホ
ー
ル

「
東
ア
ジ
ア
旅
行
市
場
分
析
」

テ
ー
マ
：
成
長
か
ら
成
熟
へ　
日
本
人
海
外
旅
行
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
真
価
を
問
う
～
日
韓
台
３
マ
ー
ケ
ッ
ト
徹
底

比
較
か
ら
明
日
を
切
り
開
く
～（
仮
）

9
月
14
日
（
土
）
10
：
30
～
17
：
30
　
東
6
ホ
ー
ル

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
（
予
定
）

テ
ー
マ
1
：
M
I
C
E
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

テ
ー
マ
2
：
広
域
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
考
え
る

テ
ー
マ
3
：
旅
行
会
社
が
主
催
す
る
ツ
ア
ー
の
安
全
安
心

を
ど
う
確
保
す
る
か

テ
ー
マ
4
：
メ
デ
ィ
ア
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

テ
ー
マ
5
：
ツ
ア
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
品
質
認
証
制
度
が

求
め
る
も
の

　
　
　
　
　

～
導
入
か
ら
将
来
の
展
望
を
考
察
～

テ
ー
マ
6
：
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
シ
ー
ズ
ナ
リ

テ
ィ
ー
の
拡
散

テ
ー
マ
7
：
ア
ナ
リ
ス
ト
が
斬
る
ア
ジ
ア
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
　
　
　
　

2
0
1
3
/
2
0
1
4

テ
ー
マ
8
：
災
害
・
テ
ロ
な
ど
に
よ
る
観
光
訪
問
客
落

ち
込
み
か
ら
の
回
復

■
J
A
T
A
国
際
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
2
0
1
3 

お
申
込
み
の
ご
案
内

   

・
お
申
し
込
み
・
ご
登
録
は
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
旅
博
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
（http://w

w
w

.tabihaku.jp

）
よ
り
可
能
で

す
。 



　
新
関
西
国
際
空
港
は
５
月
18
日
と
19
日
の
両
日
、「
〜

世
界
に一番
近
い
旅
の
博
覧
会
〜
関
空
旅
博
２
０
１
３
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
関
空
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０
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光
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の
後
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と
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Ａ
Ｔ
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の
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賛
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、関
西
支
部
の
共
催

に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
も
実
施
。

　
今
年
は
１
４
５
団
体
が
出
展
し
、２
日
間
の
来
場
者

数
は
３
万
８
０
０
０
人
に
達
し
て
、昨
年
か
ら
９
％
増
加

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
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月
17
日
に
実
施

さ
れ
た
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
関
西
支
部

主
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に
よ
る
会
員
社
員
と
各

国
政
府
観
光
局
と
の
情
報
交

換
会
で
あ
る
Ｂ
ｔｏ
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ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ
・イ
ベ
ン
ト
で
は

16
団
体
が
出
展
し
、30
社
38

人
が
参
加
し
ま
し
た
（
写

真
）。

支部活動報告

●毎月20日発売 ※発売日は変わる場合がございます●毎月20日発売 ※発売日は変わる場合がございます
JTB時刻表シリーズ
旅にデスクに 
定番の一冊

携帯に便利な
コンパクト
サイズ

大きな数字で
読みやすい

不定期刊●B6判●定価630円（税込）月刊●B5判●定価1,150円（税込） 不定期刊●A4判●定価1,350円（税込）

JTB時刻表シリーズ
信頼と実績のロングセラー

国際観光フォーラムの全てのプログラム（Marke t  
Up-date Seminar, 東アジア旅行市場分析、その他のシ
ンポジウムすべて）の参加料と、旅博（展示会）入場料（会
期中再入場可）が含まれております。

関
空
旅
博
２
０
１
３
に
３
万
８
０
０
０
人

「旅で示そう 日本の元気」
～Japan ‒ Treasure Islands of Tourism and Opportunity～

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
旅
博

ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
決
定
！

参
加
無
料
！
バ
イ
ヤ
ー・セ
ラ
ー
登
録

６
／
12
よ
り
受
付
開
始
！

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
国
際
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
申
し
込
み
の
ご
案
内

会員種別
JATA会員
JATA非会員

■2日間通しの参加登録料
参加登録料

1名様10,000円（税込）
1名様12,000円（税込）

各日開催される国際観光フォーラムの参加料と、旅博（展示
会）入場料（会期中再入場可）が含まれております。
【参加できる国際観光フォーラムのプログラム】
9/13のみ参加：Market Up-date Seminar,東アジア市場分析
9/14のみ参加：その他のシンポジウム（複数参加可能）

会員種別
JATA会員
JATA非会員

■いずれか1日のみの参加登録料
参加登録料

1名様5,000円（税込）
1名様6,000円（税込）

※プログラム・会場・時間は5月20日現在のもので、今後、追加・変更する場合があります。また、各プログラム登壇者は現在調
整中のため、決定次第ホームページ等でお知らせいたします。

9月13日（金）に開催するMarket Up-date Seminarの参
加料と、旅博（展示会）入場料（会期中再入場可）が含ま
れております。

会員種別
JATA会員
JATA非会員

■Market Up-date Seminarのみの参加登録料
参加登録料

1名様3,000円（税込）
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●
4
月
26
日 

「
ツ
ア
ー
登
山
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
。
19
名
参
加
。

●
5
月
13
日　
第
１
回
幹
事
会
を
開
催
。

●
4
月
18
日　
第
1
回
幹
事
会
を
開
催
。
今
年

度
の
定
例
会
の
実
施
な
ど
協
議
。

●
5
月
13
日　
山
形
県
地
区
委
員
会
を
開
催
。

●
4
月
22
日　
第
1
回
幹
事
会
を
開
催
。
本
部

報
告
か
ら
「
ツ
ア
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
品
質

認
証
制
度
」
他
に
つ
い
て
説
明
。
引
き
続

い
て
、
平
成
25
年
度
支
部
予
算
、
各
委
員

会
事
業
計
画
案
等
の
確
認
、
及
び
各
県
委

員
会
か
ら
活
動
報
告
等
を
行
い
ま
し
た
。

●
5
月
1
日　
長
野
県
地
区
委
員
会
を
開
催
。

幹
事
会
報
告
等
を
行
い
ま
し
た
。

●
4
月
17
日　
総
務・消
費
相
談
委
員
会
開
催
。

●
4
月
18
日　
幹
事
会
を
開
催
。

●
4
月
23
日
─
24
日　
新
入
・
若
手
社
員
研
修

を
開
催
。

　

新
入
社
員
・
若
手
社
員
の
人
材
育
成
の
た

め
、
「
旅
行
実
務
研
修
」
と
「
中
部
国
際

空
港
C
I
Q
研
修
」
を
実
施
、
ま
た
「
旅

券
事
務
説
明
会
」
も
開
催
。

　

名
古
屋
市
内
を
は
じ
め
、
石
川
・
福
井
・

静
岡
・
三
重
の
4
県
も
合
わ
せ
て
9
社
25

人
が
参
加
し
、
1
日
目
は
旅
行
業
法
・
約

款
と
海
外
旅
行
業
務
、
2
日
目
は
国
内
旅

行
業
務
と
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、
企
画
書
作

成
・
発
表
な
ど
研
修

を
行
い
ま
し
た
（
写

真
）
。

●
5
月
8
日　

海
外
旅
行

委
員
会
を
開
催
。

●
5
月
9
日　
国
内・地
域
振
興
委
員
会
開
催
。

●
5
月
10
日　
愛
知
地
区
委
員
会
を
開
催
。

●
5
月
14
日　
研
修
委
員
会
を
開
催
。

●
5
月
17
日　

関
空
旅
博
2
0
1
3
で

「
B
to
B 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
イ
ベ

ン
ト
」
を
実
施
。

●
5
月
18
・
19
日　
「
関
空
旅
博
2
0
1
3
」

で
海
外
旅
行
セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
。

●
5
月
9
日 

愛
媛
地
区
委
員
会
を
開
催
。

　
※
中
四
国
支
部
／
中
四
国
事
務
局
は
、
5
月

20
日
よ
り
下
記
へ
移
転
し
ま
し
た
。

　
〒
7
3
0
─
0
0
1
1　
広
島
市
中
区
基
町

11
─
13　
広
島
第
一
生
命
ビ
ル
2
階

　
T
E
L
：
0
8
2
─
5
3
6
─
0
7
0
0
／

F
A
X
：
0
8
2
─
5
3
6
─
0
7
1
0 

●
3
月
27
日　
海
外
旅
行
委
員
会
を
開
催
。
5

月
8
日
に
福
岡
国
際
会
議
場
で
開
催
さ
れ

る
タ
イ
・
九
州
相
互
観
光
交
流
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
へ
の
参
加
要
請
他
。

●
4
月
2
日　
国
際
旅
行
委
員
会
を
開
催
。
9

月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る
J
A
T
A
旅
博

へ
の
参
加
に
つ
い
て
確
認
他
。

●
4
月
3
日　

寺
子
屋
J
A
T
A
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
。
12
名
参
加
。

●
4
月
26
日　
新
入
社
員
研
修
を
実
施
。
20
名

参
加
。

●
4
月
30
日　
福
岡
地
区
委
員
会
を
開
催
。
平

成
25
年
度
福
岡
地
区
委
員
会
年
間
活
動
計

画
の
確
認
な
ど
。

●
4
月
17
日  

幹
事
会
を
開
催
。
J
A
T
A
環

境
保
全
活
動
の
沖
縄
で
の
実
施
案
の
検
討

を
行
い
ま
し
た
。

関
東
支
部

関
西
支
部

中
四
国
支
部

北
海
道
支
部

東
北
支
部

沖
縄
支
部

九
州
支
部

中
部
支
部



委員会報告委員会報告

情
報
満
載
の
チ
ー
ム
ヨ
ー
ロッ
パ
情
報
サ
イ
ト

各
種
企
画
情
報
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
動
向
を
タ
イ
ム
リ
ー
に

平
成
24
年
度
の
相
談
件
数
は
対
前
年
度
88
・９
％
に

苦
情
相
談
に
係
る
対
応
は
長
時
間
化
の
傾
向
続
く

第
57
回
定
時
総
会
を
開
催

６
月
19
日
、経
団
連
ホ
ー
ル
で

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

「
女
性
力
と
価
値
創
造
産
業
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ（
仮
題
）」

「
若
者
ト
ラ
ベ
ル
研
究
会
」が
初
会
合

田
川
副
会
長
が「
旅
行
業
の
未
来
」に

つ
い
て
記
念
講
義
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チ
ー
ム
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
（
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
観
光
促
進
協
議
会
）
は
、
情
報
サ
イ
ト
で
プ

ラ
ン
ナ
ー
ズ
ヒ
ン
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
情
報
サ
イ
ト
で
は
、
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
対
策
や

新
規
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
企
画
ヒ
ン
ト
な

ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
各
種
企
画
情
報
を
順
次
掲
載

し
て
い
る
ほ
か
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
使
え
る
ビ
ク
チ
ャ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
旅
行
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
ト
ラ
ベ
ル

コ
ち
ゃ
ん
」
の
都
市
検
索
件
数
に
よ
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
気
都
市
ラ
ン
キ
ン
グ
や
主
要
カ
ウ
ン

タ
ー
店
舗
の
顧
客
動
向
レ
ポ
ー
ト
な
ど
を
毎
月

掲
載
す
る
の
に
加
え
て
、
政
府
観
光
局
主
催
セ

ミ
ナ
ー
や
現
地
視
察
研
修
レ
ポ
ー
ト
な
ど
も
、

プ
ラ
ン
ナ
ー
の
視
点
か
ら
随
時
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　

情
報
サ
イ
ト
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
（http://w

w
w

.
jata-net.or.jp/team

-europe/index.
htm

l

）
で
直
接
ペ
ー
ジ
を
開
く
こ
と
も
、
Ｊ

Ａ
Ｔ
Ａ
サ
イ
ト
か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
の
で
、
皆
様
、
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

の
経
営
者
・
社
員
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
。

　
参
加
申
し
込
み
の
締
め
切
り
は
6
月
26
日
で

す
が
、
定
員
の
70
人
に
達
し
た
時
点
で
受
け
付

け
は
終
了
し
ま
す
。
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方

に
は
「
参
加
証
」
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
セ
ミ

ナ
ー
当
日
に
受
付
で
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

セ
ミ
ナ
ー
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

J
A
T
A
総
務
部
（
T
E
L
：
03
─
3
5
9
2

─
1
2
7
1
／
F
A
X
：
03
─
3
5
9
2
─

1
2
6
8
、
担
当
：
木
村
・
杉
原
）
ま
で
。

　
J
A
T
A
は
6
月
19
日
、
東
京
・
大
手
町
の

経
団
連
ホ
ー
ル
で
第
57
回
定
時
総
会
を
開
催
し

ま
す
。
定
時
総
会
に
続
い
て
、
経
団
連
会
館
の

国
際
会
議
場
で
意
見
交
換
会
も
開
か
れ
る
予
定

で
す
。

　
定
時
総
会
の
開
催
概
要
は
、
次
の
通
り
。

1
．
日
時　
平
成
25
年
6
月
19
日
（
水
）

14
時
00
分  

定
時
総
会
受
付
開
始

14
時
30
分  

定 

時 

総 

会 

開 

始

17
時
00
分  

意
見
交
換
会
受
付
開
始

17
時
30
分  

意
見
交
換
会
開
始　

2
．
場
所　

経
団
連
会
館
（
東
京
都
千
代
田

区
大
手
町
1
─
3
─
2　

T
E
L
：
03
─

6
7
4
1
─
0
2
2
2
）

定
時
総
会　
　
2
階
「
経
団
連
ホ
ー
ル
」

意
見
交
換
会　
2
階
「
国
際
会
議
場
（
ゴ
ー
ル

デ
ン
ル
ー
ム
）
」

　
J
A
T
A
業
務
改
善
委
員
会
に
よ
る
と
、
平

成
24
年
度
に
お
け
る
消
費
者
か
ら
の
相
談
件
数

は
対
前
年
度
88
・
9
％
の
2
2
6
0
件
に
と
ど

ま
り
、
1
年
を
通
じ
て
業
界
と
し
て
大
き
な
ト

ラ
ブ
ル
も
な
く
、
苦
情
が
減
少
し
た
年
と
な

り
ま
し
た
。
男
女
別
の
内
訳
で
は
、
男
性
が

1
0
0
3
件
、
女
性
が
1
2
5
7
件
、
業
務
分

類
で
は
、
相
談
が
1
7
6
4
件
、
あ
っ
旋
が

4
9
6
件
で
し
た
。

　
消
費
者
以
外
の
相
談
は
、
旅
行
業
者
か
ら
の

相
談
も
対
前
年
度
92
・
26
％
の
1
1
2
1
件
に

減
少
す
る
一
方
、
消
費
者
相
談
セ
ン
タ
ー
か
ら

の
相
談
は
同
99
・
70
％
の
6
6
0
件
で
、
ほ
ぼ

前
年
並
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
合
計
相
談
件
数
は
対
前
年
度

92
・
17
％
の
4
1
1
0
件
と
な
り
ま
し
た
。

　
相
談
の
傾
向
と
し
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
航
空
券
・
海
外
ホ
テ
ル
な
ど
の
手
配
旅
行

契
約
に
お
い
て
、
消
費
者
（
消
費
者
相
談
員
も

含
む
）
に
募
集
型
企
画
旅
行
契
約
の
取
消
規
定

の
観
念
が
強
く
あ
る
た
め
に
、
そ
れ
以
前
に
発

生
す
る
格
安
航
空
券
な
ど
の
取
消
料
、
違
約

料
、
取
消
手
続
料
金
と
い
っ
た
請
求
に
納
得
せ

ず
、
旅
行
業
者
が
不
当
に
取
消
料
を
収
受
し
て

い
る
と
の
誤
解
に
よ
る
苦
情
が
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
件
数
は
減
少
し
た
も
の
の
、
従
来
に

比
べ
て
、
消
費
者
が
自
分
の
一
方
的
な
考
え
を

強
く
主
張
す
る
傾
向
も
強
く
な
っ
て
き
て
い
る

こ
と
か
ら
、
1
回
あ
た
り
の
対
応
時
間
が
長
く

な
る
と
と
も
に
、
納
得
す
る
ま
で
何
度
も
電

話
・
F
A
X
・
手
紙
で
申
し
出
を
繰
り
返
す
な

ど
、
1
件
の
苦
情
相
談
に
係
る
対
応
に
長
時
間

を
要
す
る
傾
向
も
継
続
的
に
拡
大
し
て
い
ま

す
。

　
ご
存
知
の
と
お
り
、
日
本
の
旅
行
市
場
は
成

熟
市
場
と
し
て
消
費
者
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し
、

旅
行
会
社
と
し
て
の
企
画
力
、
商
品
力
が
旅
行

商
品
に
求
め
ら
れ
る
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
ま

さ
に
価
値
創
造
産
業
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
時
と

い
え
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
「
女
性
力
」

が
旅
行
業
に
必
要
な
時
で
あ
り
、
旅
行
業
が
価

値
創
造
産
業
と
成
り
得
る
か
ど
う
か
の
成
否
に

か
か
わ
る
課
題
だ
と
も
言
え
ま
す
。

　
今
回
は
、
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
菊
間
会
長
が
、
業
界
団

体
の
代
表
と
し
て
、
ま
た
旅
行
会
社
の
経
営
者

と
し
て
、
「
女
性
力
と
価
値
創
造
産
業
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
テ
ー
マ
（
仮
題
）
」
に
話
し
を

さ
れ
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
正
会
員
・
協
力
会
員
会
社



委員会報告委員会報告

情
報
満
載
の
チ
ー
ム
ヨ
ー
ロッ
パ
情
報
サ
イ
ト

各
種
企
画
情
報
や
マ
ー
ケ
ッ
ト
動
向
を
タ
イ
ム
リ
ー
に

平
成
24
年
度
の
相
談
件
数
は
対
前
年
度
88
・９
％
に

苦
情
相
談
に
係
る
対
応
は
長
時
間
化
の
傾
向
続
く

第
57
回
定
時
総
会
を
開
催

６
月
19
日
、経
団
連
ホ
ー
ル
で

Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

「
女
性
力
と
価
値
創
造
産
業
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ（
仮
題
）」

「
若
者
ト
ラ
ベ
ル
研
究
会
」が
初
会
合

田
川
副
会
長
が「
旅
行
業
の
未
来
」に

つ
い
て
記
念
講
義
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J
A
T
A
若
者
ト
ラ
ベ
ル
研
究
会
の
第
1
回

会
合
が
5
月
10
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
全
日
通

霞
が
関
ビ
ル
の
J
A
T
A
研
修
室
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
同
研
究
会
は
、
J
A
T
A
政
策
検
討
特
別
委

員
会
で
、
（
1
）
旅
行
会
社
に
よ
る
新
た
な
価

値
の
創
造
、
（
2
）
旅
行
会
社
の
経
営
基
盤
の

安
定
化
、
（
3
）
旅
行
需
要
の
喚
起
、
が
政
策

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
W
G
）
の
取
り
組
む

べ
き
課
題
と
さ
れ
、
若
者
の
旅
行
喚
起
へ
の
取

り
組
み
が
ア
ク
シ
ョ
ン
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
と

し
て
掲
げ
ら
れ

た
こ
と
を
受
け

て
、
発
足
し
た

も
の
で
す
。

　

研
究
会
は
、

J
A
T
A
役
員

会
社
の
30
歳
前

後
の
若
手
社
員

ら
が
参
加
し
、

1
チ
ー
ム
6
人

の
合
計
4
チ
ー

ム
24
人
で
構

成
。
J
T
B
、

近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
、
日
本
旅
行
、
ト
ッ
プ

ツ
ア
ー
の
4
社
か
ら
40
代
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が

一
人
ず
つ
各
チ
ー
ム
で
運
営
を
補
助
し
ま
す

が
、
参
加
す
る
若
手
社
員
は
、
各
社
選
抜
メ
ン

バ
ー
と
し
て
高
い
意
識
を
も
っ
て
取
り
組
む
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
研
究
会
で
は
、
各
メ
ン
バ
ー
が
本
気
で
見
出

し
た
実
ビ
ジ
ネ
ス
で
の
事
業
シ
ー
ズ
と
な
る
ア

イ
デ
ア
に
つ
い
て
発
表
す
る
こ
と
を
到
達
目
標

に
設
定
。
今
年
9
月
ま
で
月
に
ほ
ぼ
1
度
の

ペ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
る
会
合
で
、
講
師
が
デ
ザ

イ
ン
思
考
の
新
ビ
ジ
ネ
ス
開
発
プ
ロ
セ
ス
に
つ

い
て
、
自
ら
の
体
験
を
通
じ
て
講
義
を
行
い
、

到
達
目
標
へ
と
導
き
ま
す
。

　
最
終
的
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
レ
ベ
ル
と
し
て

は
、
事
業
計
画
の
前
段
と
な
る
新
た
な
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
の
方
向
性
ま
で
が
想
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
5
月
10
日
の
会
合
で
は
、
J
A
T
A
副
会
長

を
務
め
る
田
川
博
己
J
T
B
社
長
が
「
旅
行
業

の
現
状
と
課
題
、
そ
の
未
来
」
を
テ
ー
マ
に
講

義
を
行
い
ま
し
た
。

　
田
川
副
会
長
は
、
旅
行
業
に
よ
る
価
値
創
造

の
取
り
組
み
と
し
て
、
「
観
光
に
よ
る
6
次
産

業
化
」
の
考
え

方
を
紹
介
。
1

次
産
業
・
2
次

産
業
・
3
次
産

業
と
の
連
携
に

よ
り
、
交
流
を

軸
に
し
た
各
産

業
の
強
化
を
通

じ
て
、
経
済
効

果
を
生
み
出
す
と
と
も
に
、
旅
行
者
に
〝
感

動
〟
を
与
え
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
創
出
す
る
こ

と
の
意
義
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
旅
行
会
社
に
求
め
ら
れ
る
役
割
と
し

て
、
地
域
資
源
の
発
掘
・
磨
き
上
げ
や
地
域
資

源
の
素
材
化
を
図
る
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
カ
ン
パ
ニ
ー
（
D
M
C
）

戦
略
に
基
づ
い
た
取
り
組
み
の
イ
メ
ー
ジ
を
説

明
。
原
石
を
発
掘
し
て
磨
き
上
げ
る
D
M
C
戦

略
か
ら
、
加
工
す
る
商
品
戦
略
、
最
適
な
チ
ャ

ネ
ル
で
の
販
売
戦
略
ま
で
、
一
気
通
貫
の
取
り

組
み
に
よ
る
価
値
の
高
い
「
旅
」
を
提
供
す
る

こ
と
で
、
地
域
の
交
流
人
口
拡
大
へ
貢
献
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
調
し
ま
し
た
。

　
研
究
会
に
続
い
て
、
講
師
を
務
め
た
田
川
副

会
長
と
参
加
者
ら
の
懇
親
会
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
研
究
会
で
は
、
7
月
か
ら
8
月
に
か
け
て
、

数
回
に
わ
た
る
集
中
講
義
・
実
践
「
デ
ザ
イ
ン

思
考
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
が
実
施
さ
れ
、
9

月
13
日
に
は
「
J
A
T
A
旅
博
2
0
1
3
」
会

場
に
て
研
究
発
表
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

研究会のメンバーに熱く語りかける田川副会長

到達目標達成を誓って記念写真
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シリーズ企画「安全というモノ、安心であること」
事故に学ぶ VOL2

自然災害への備えは十分ですか？
　
添
乗
ツ
ア
ー
で
予
測
し
な
か
っ
た
自
然

災
害
に
遭
遇
。そ
の
時
あ
な
た
が
す
べ
き

こ
と
は
あ
ら
か
じ
め
決
ま
っ
て
い
ま
す
か
？

す
べ
て
の
自
然
災
害
を
予
測
し
避
け
て

通
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
が
、災
害
時
の

二
次
災
害
を
防
ぐ
こ
と
は
可
能
で
す
。

　
災
害
時
の
迅
速
・的
確
な
対
応
で
、お

客
様
を
安
心
へ
導
き
、お
客
様
の
さ
ら
な

る
信
頼
を
得
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。事
前
の
安
全
対
策
が
十
分
整
っ

て
い
る
か
、今
一度
確
認
く
だ
さ
い
。

〈
自
然
災
害
の
現
状
〉

　

自
然
災
害
は
大
き
く
、気
象
災
害
と
地

震・火
山
災
害
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

昨
今
、世
界
中
で
異
常
気
象
が
増
加
し
、気

象
災
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

台
風
は
超
大
型
化
し
、局
地
的
な
豪
雨

も
増
加
。タ
イ
で
の
記
録
的
な
洪
水
も
記
憶

に
新
し
く
、万
里
の
長
城
の
遭
難
事
故
も
寒

波
に
よ
る
大
雪
が
影
響
し
た
も
の
で
し
た
。

他
方
、ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
火
山
噴
火
、ク
ラ
イ

ス
ト
チ
ャ
ー
チ
で
の
地
震
、そ
し
て
東
日
本

大
震
災
と
地
震・火
山
災
害
も
頻
発
し
て
お

り
、自
然
災
害
は
今
後
も
増
加
傾
向
に
あ

る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。東
京
海
上
研
究

所
と
諸
大
学
の
共
同
研
究
か
ら
も
、将
来
、

台
風
が
よ
り
強
く
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

自
然
災
害
は
旅
行
に
直
接
的
な
影
響
が

あ
り
、自
然
災
害
の
発
生
と
そ
の
後
の
旅
行

者
数
の
関
係
は
言
わ
ば
反
比
例
に
あ
る
と

言
え
ま
す
。

　
災
害
発
生
時
に
は
、旅
行
会
社
と
し
て
旅

行
者
の
安
全
確
保
と
配
慮
の
あ
る
適
切
な

対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、あ
ら
か
じ
め
災

害
への
備
え
が
な
い
と
適
切
な
初
動
対
応
は

困
難
で
す
。災
害
への
備
え
と
は
ど
う
い
う

も
の
で
し
ょ
う
か
。

〈
災
害
へ
の
備
え
〉

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
2
年

震
災
発
生
時
、電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

が
使
用
で
き
ず
、被
災
地
域
に
い
た
旅
行
者

約
2
5
0
0
人（
と
り
わ
け
外
国
人
旅
行

者
）の
安
否
が一時
確
認
で
き
な
い
状
況
で
し

た
。多
く
の
外
国
人
旅
行
者
は
、災
害
時
に

最
新
の
正
し
い
情
報
を
入
手
で
き
ず
、自
分

だ
け
で
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、精

神
的
な
不
安
も
大
き
かった
と
いい
ま
す
。

旅
行
会
社
と
し
て
の
災
害
へ
の
備
え

①
会
社
と
し
て
「
安
否
確
認
方
法
は
決
ま

って
い
ま
す
か
？
」

・ 

災
害
時
対
応
マニュア
ル
の
整
備
・
共
有

（
初
動
対
応
、
情
報
源
、
安
否
確
認
、

通
信
手
段
、
移
動
手
段
の
確
保
等
）

②
個
別
の
ツ
ア
ー
催
行
前
に
「
現
地
の
情

報
収
集
は
万
全
で
す
か
？
」

・
災
害
時
対
応
マニュア
ル
の
確
認

・
現
地
の
気
象
情
報
、
地
震
被
害
・
洪
水

想
定
情
報
等
の
収
集

・
現
地
の
災
害
時
避
難
先
防
災
施
設
・
病

院
の
確
認

・
お
客
様
の
緊
急
連
絡
先
の
確
認

・
外
国
人
対
応
の
た
め
の
多
言
語
で
の
ピ
ク

ト
グ
ラ
ム
（
図
記
号
）
の
準
備
や
、
情

報
提
供
方
法
・
提
供
手
段
の
工
夫

・
保
険
の
手
配
（
※
国
内
旅
行
総
合
保
険

の
場
合
は
地
震
・
噴
火
・
津
波
に
よ
る

ケ
ガ
は
補
償
対
象
外
）

③
災
害
が
起
こった
と
き
「
対
応
手
段
は

複
数
あ
り
ま
す
か
？
」

・
優
先
す
べ
き
は
「
人
命
」、
状
況
説
明

と
旅
行
者
の
安
全
確
保
、
避
難
誘
導

・
災
害
時
対
応
マニュア
ル
に
沿った
役
割
分

担
と
指
示
に
基
づ
く
対
応
を
基
本
と
し

た
臨
機
応
変
な
対
応

・
傷
病
者
の
対
応
、
ツ
ア
ー
継
続
判
断
、

旅
行
者
ご
家
族
等
への
情
報
提
供

　

事
前
の
情
報
収
集
と
災
害
時
の
安
全
対

策
を
確
認
し
、万
が一の
災
害
に
備
え
、お
客

様
全
員
に
安
全
で
安
心
な
旅
を
お
届
け
し

ま
し
ょ
う
。

（
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
株
式
会
社　

旅
行
業
営
業
部
）

データは内閣府のホームページに掲載されている「平成22年版防災白書」より引用

【世界の自然災害発生頻度及び被害状況の推移】
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海
旅
市
場
成
長
の
鍵
を
探
る

黒
須
宏
志

旅
行
市
場
動
向
の
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
講
演
・
寄
稿

な
ど
で
活
躍
中
。
公
益
財
団
法
人
日
本
交
通
公
社
の

主
任
研
究
員
。
1
9
6
4
年
生
ま
れ
。
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海
外
旅
行
市
場
は
成
長
基
調

　

2
0
1
2
年
に
起
き
た
重
要
な
変
化
の
ひ
と

つ
が
図
表
1
に
捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
。小
職
は
こ

れ
ま
で
海
旅
市
場
停
滞
の
要
因
を
独
自
の
市
場

調
査
デ
ー
タ
を
も
と
に
し
た
海
外
旅
行
の
経
験

値
分
布
か
ら
分
析
し
て
き
ま
し
た
。市
場
が
成

長
期
に
あ
った
90
年
代
半
ば
ま
で
は
通
算
の
旅
行

経
験
回
数
が
9
回
以
下
の
低
経
験
層
が
市
場
の

過
半
を
占
め
、こ
の
層
の
ボ
リ
ュー
ム
が
拡
大
を
続

け
る
こ
と
で
高
い
成
長
率
が
実
現
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
一方
、市
場
が
停
滞
し
始
め
た
90
年
代
半
ば
以

降
は
、海
旅
経
験
が
10
回
以
上
で
、そ
の
多
く
が

毎
年
海
外
に
行
く
高
経
験
層
が
増
え
る一方
で
、

そ
の
増
加
分
を
低
経
験
層
の
旅
行
者
数
の
減
少

が
相
殺
し
て
し
ま
う
構
図
が
続
い
て
き
ま
し
た
。

こ
の「
停
滞
の
構
造
」に
変
化
が
訪
れ
た
の
は
リ
ー

マン
ショック
と
震
災
を
経
て
低
経
験
層
最
大
の
セ

グ
メ
ン
ト
で
あ
る
若
年
層
が
減
少
基
調
か
ら
増
加

に
反
転
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、図
表
1
は
、こ

の
変
化
が
2
0
1
2
年
に
は
つい
に
低
経
験
層
全

体
の
反
転
増
加
と
い
う
形
で
顕
在
化
し
た
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。

　

図
表
1
が
示
す
も
う
ひ
と
つ
の
重
要
な
事
実

は
、2
0
1
2
年
は
、低
経
験
層
の
逓
減
が
ス
ト
ッ

プ
し
た
こ
と
で
、高
経
験
層
の
成
長
力
が
フ
ル
に

可
視
化
さ
れ
た
初
め
て
の
年
だ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。前
年
比
8
.
8
％
増
と
い
う
2
0
1
2

年
の
旅
行
者
数
の
伸
び
の
お
よ
そ
６
割
は
高
経

験
層
の
成
長
力
に
由
来
し
て
い
ま
す
。高
経
験

層
の
市
場
規
模
は
2
0
0
5
年
に
は
4
0
0
万

～
5
0
0
万
程
度
で
し
た
が
、そ
の
後
、急
速
に

拡
大
し
て
お
り
、早
け
れ
ば
今
後
1
～
2
年
で

1
0
0
0
万
人
の
大
台
に
乗
る
と
み
ら
れ
ま
す
。

小
職
の
試
算
で
は
高
経
験
層
に
は
海
旅
全
体
を

年
率
3
％
程
度
で
成
長
さ
せ
る
力
が
あ
り
、シ
ニ

ア
市
場
の
拡
大
と
も
相
俟
って
、今
後
の
市
場
の

安
定
し
た
成
長
源
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で

す
。も
し
低
経
験
層
の
逓
減
が
こ
の
ま
ま
ス
ト
ッ

プ
し
て
い
れ
ば
、安
定
し
た
増
加
基
調
に
あ
る
高

経
験
層
、及
び
海
外
赴
任
の
増
加
な
ど
を
背
景
に

堅
調
に
増
え
る
未
成
年
旅
行
者
の
増
加
な
ど
で

海
外
旅
行
は
年
率
3
～
4
％
の
安
定
成
長
が
見

込
め
る
で
し
ょ
う
。こ
う
し
た
観
点
か
ら
今
後
の

市
場
成
長
の
最
終
的
な
鍵
を
握
って
い
る
の
は
低

経
験
層
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

市
場
成
長
の
鍵
は
地
域
の
低
経
験
層
に
あ
り

　

図
表
2
は
2
0
1
2
年
の
変
化
を
、3
大
都

市
圏
と
他
地
域
と
い
う
旅
行
者
の
居
住
地
別
の

切
り
口
か
ら
捉
え
た
も
の
で
す
。こ
の
図
か
ら
低

経
験
層
は
3
大
都
市
圏
を
中
心
に
反
転
し
て
お

り
、高
経
験
層
は
3
大
都
市
圏
、及
び
他
地
域
の

双
方
で
成
長
が
加
速
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

こ
の
変
化
は
主
と
し
て
羽
田
の
国
際
線
拡
張
の
効

果
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。羽
田
が
拡
張

さ
れ
た
の
は
2
0
1
0
年
の
秋
で
し
た
が
、震
災

が
あ
っ
た
た
め
、2
0
1
2
年
に
初
め
て
そ
の
効

果
が
フ
ル
で
出
て
き
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
一方
、地
域
発
に
関
し
て
は
、高
経
験
層
は
伸
び

て
い
る
が
低
経
験
層
は
停
滞
し
た
ま
ま
で
す
。高

経
験
層
は
ロ
ン
グ
ホ
ー
ル
の
旅
行
も
活
発
に
行
う

た
め
、地
元
空
港
発
の
路
線
で
は
ア
ク
セ
ス
し
に
く

い
方
面
を
羽
田
乗
り
継
ぎ
の
利
用
に
よって
増
や

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、低
経
験
層
の
旅

行
方
面
は
近
場
の
比
率
が
高
い
た
め
、羽
田
の
効

果
が
あ
ま
り
出
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。3

大
都
市
圏
外
の
低
経
験
層
を
、福
岡
、新
千
歳
な

ど
の
路
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
充
や
チ
ャ
ー
タ
ー
の
活

用
と
いった
戦
略
を
駆
使
し
て
活
性
化
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、市
場
は
も
う一段
、大
き
な
伸
び

を
示
す
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
と
こ
ろ
の
円
安
や
G
W
の
旅
行
者
数
が
マ
イ
ナ
ス
だ
っ
た
こ
と
な
ど
を
も
っ
て
海
旅
市
場

全
体
の
減
速
を
示
唆
す
る
報
道
や
コ
メ
ン
ト
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し

小
職
が
と
り
ま
と
め
つ
つ
あ
る
2
0
1
2
年
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
分
析
か
ら
は
、
海
外
旅
行
市
場
が
9
0

年
代
半
ば
以
来
続
い
て
き
た
停
滞
か
ら
構
造
的
に
抜
け
出
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
デ
ー
タ
が
幾
つ

も
あ
が
っ
て
き
て
お
り
、
短
期
的
な
動
向
を
も
っ
て
悲
観
的
な
観
測
に
流
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
強

く
感
じ
て
い
ま
す
。
市
場
成
長
の
本
当
の
鍵
が
何
処
に
あ
る
か
探
り
ま
す
。
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右からピフラ・ヴァーナネン氏、
マテウス・ツエルウィンスキ氏の両氏

トム・ノーウォーク・ビジット・シアトル代表取締役＆CEO（写真中央）と
中村理事長（右）

野球だけでないシアトルの魅力を紹介
シアトル・ワシントン州　4月23日（火）
トム・ノーウォーク・ビジット・シアトル代表取締役＆CEO
シアトル･ワシントン州の観光素材を紹介。「ワシントン州
はワイン、料理、地元ビールツアーなどで人気が高く、これ
らに加え野球でご存知のシアトルは、オーロラクルーズの
発着地としても知られています。今年、航空座席供給は
約8%多くなるので、日本からの観光拡大を期待していま
す」。懇談した中村理事長は、「ワシントン州の観光素材は
日本ではよく知られていないので、今後ブランドづくりに努
めていけば、認知度が上がり、観光客も増えるでしょう。ま
た、シニア層に向けたPR活動も観光拡大に良い影響を与
えるでしょう」と話しました。

包括旅行チャーター卸売が解禁　5月16日以降の申請分から適用に
　「本邦を発着する国際チャーター便の運航について」の一部が5月16日付で改正され、包括旅行チャーターにおける包
括旅行商品用の座席（ユニット用座席を含む）の卸売が解禁されました。この改正は、5月16日以降に申請されたチャーター
便から適用されています。
　これにより、包括旅行チャーターにおいて、用機者に加え用機者と直接契約した第一種旅行業者も包括旅行商品の販
売が可能となりました。今まで、旅行会社によっては用機者となった場合の在庫リスクを負担できないため、包括旅行チャー
ターが成立せず、結果的に、旅行需要を満たすことができないケースも生じていましたが、今回の座席卸販売による包括旅
行チャーターの活用促進を通じて、旅行需要の拡大や観光の振興が図られるものと期待されています。
　また、今後見込まれる新規チャーター商品造成に際し、チャーター成立のための諸条件を確認するためのガイドラインとし
て「国際航空チャーター条件確認書」を作成し、JATAホームページのチャーターコーナーに掲載しましたので、お役立てく
ださい。

「暮らすように旅する」をコンセプトに商品開発
バルト海沿岸地域　5月16日（木）
ONE BSRのピフラ・ヴァーナネン氏（ヘルシンキ市観光局）と
マテウシュ・チェルウィンスキ氏（ワルシャワ市観光局）
中村理事長と懇談。「ONE BSRは、日本マーケットにバルト
海沿岸地域を観光デスティネーションとしてプロモーション
するEUのプロジェクトで、EUの資金提供によって設立され
ました。主なターゲットは日本の旅行業界。リガ、ワルシャワ、
ヘルシンキの3都市が中心になり、『暮らすように旅する』 を
コンセプトに、観光客自身が地元の人のようなライフスタイル
を体験できる新しい商品を開発、プロモーションしていきま
す」。これに対し「バルト海沿岸地域の認知度を高めるのが
一つのチャレンジだと思います。旅行会社を対象に、研修旅
行やセミナーを行うなど、旅行業界との関係強化が重要」と
中村理事長。

要人往来
ONE BSRのお2人が話すように、海外旅行
も今や「暮らすように旅する」時代なのかも
しれません。日本ではあまり知られていない
バルト海沿岸地域ですが、本当に暮らしたく
なるような美しい町が多いと聞きます。今後
の業界とのプロモーションに期待しましょう。

HOT NEWS
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Travel Industry Monthly Report

Special Interview

Try to Make the City of Tokyo a Global 
Tourism Brand;

Achieving 10 Million Foreign Visitors in Five 
Years Using Five Strategies

The Tokyo metropolitan government recently released 
the Tokyo Metropolitan Government’s Industrial 
and Tourism Promotion Plan which details strategies 
for attracting more foreign travelers by boosting the 
attractiveness of Tokyo as an international city. Koji 
Ikehata, Chairman of the JATA Kanto Chapter which 
covers Tokyo and nine other prefectures in the Kanto 
area, spoke with Shinichi Sogou, Senior Director of 
Tourism Division at Tokyo’s Bureau of Industrial and 
Labor Affairs, about tourism policy in Tokyo.

I k e h a t a  :  T h e  J ATA K a n t o 
Chapter is an industry group that 
is concerned with the travel scene 
across  a  wide  area  tha t  covers 
ten prefectures, including seven 
prefectures in Kanto plus three 
neighboring prefectures. The policy 
of  our chapter  is  to pursue our 
daily activities under the themes 
of promoting creation of tourism 
sites that visitors will trust, carrying 
out strict compliance, and finding 

ways to strengthen collaboration with local governments 
including Tokyo, the Japan Tourism Agency, and tourist 
associations. Today, I would like to hear mainly about the 
Tokyo Metropolitan Government’s Industrial and Tourism 
Promotion Plan from your standpoint as Senior Director 
of Tourism Division at Tokyo’s Bureau of Industrial and 
Labor Affairs. To begin, could you please explain the five 
strategies drawn up for the development of the policies in 
the plan? 

Sogou: Broadly speaking, the five 
strategies are new developments to 
attract foreign travelers, promotion 
of MICE hosting and attraction, 
development of tourism resources to 
boost attractiveness, enhancement 
of the receiving environment, and 
development  and ut i l izat ion of 
human resources. The main points 
in our stance are to convey the 
attractiveness of Tokyo to foreign 
t r ave l e r s  and  t o  i n t ens i fy  ou r 
efforts to attract them to Tokyo. 

We want to promote inbound travel through activation 
of MICE demand (i.e., large business events) which will 
generally expand travel demand not only for international 
conferences but also for business trips such as incentive 
tours. Regarding development of tourism resources, 
Japan and Tokyo are currently popular worldwide, and 
so I think we should be able to attract more travelers if 

we network new tourism resources like cuisine, anime, 
and fashion and package them in a way that are easy to 
grasp for overseas travelers. Regarding the receiving 
environment, for foreign travelers as well as domestic 
travelers, we need to promote usage of information and 
communication technology (ICT) so that individuals can 
walk around while freely accessing information. Another 
important thing is development of human resources. With 
tourism promotion increasing in importance, local areas 
are promoting the creation of tourism-oriented towns, and 
initiatives by tourist associations are spreading. However, 
the results of these efforts vary wildly depending on 
whether or not there are people who can take a leading 
role. At the same time, the existence of local ties and 
the functioning of networking are important themes. For 
activation of the MICE market, the fact of the matter is 
that there are still few genuine meeting planners in Japan, 
and so we must create a mechanism for development of 
human resources that combines the strengths of the Tokyo 
Convention & Visitors Bureau and the private sector.

Ikehata: Have numerical targets been established?

Sogou: In regard to the numerical target, as I mentioned 
before, we had reached 5.94 million visitors before the 
disaster, and our target is to expand that to 10 million in 
the coming five years. The volume zone including China, 
South Korea, and Taiwan is definitely important for 
reaching that target, but at the same time, we must also 
work to raise the level by developing new markets. In the 
US and Europe, Japan’s market share as a destination is 
still quite small. However, Japan and Tokyo are currently 
internationally popular, so I want to devise a strategy to 
draw individual travelers by communicating as much as 
possible about the attractions here, while strengthening 
our appeal through ten tourism representatives and so 
forth. Marketing will be extremely important for this, 
and so this year first of all I want to put energy into 
marketing. 

Ikehata: Soon, in September, the site of the 2020 
Olympics will be decided. We certainly hope that it will 
be held in Tokyo so that we will have a great opportunity 
to show the world what a fantastic city Tokyo is. 

Sogou: I really would like for people everywhere to 
know what sort of welcome we here in Tokyo can offer 
to all travelers from around the world during a large 
event such as the Olympics. Tokyo is a metropolis that 
integrates a dense concentration of things to see and 
experience. As we approach September, we are doing 
our utmost to make the Olympic Committee aware that 
Tokyo is a sophisticated city with high potential that has 
the ability to hold the Olympics successfully with ease, 
as is written in the Tokyo Metropolitan Government’s 
Industrial and Tourism Promotion Plan. We have also put 
together a new brochure that summarizes the attractions 
of Tokyo to distribute to people around the world so that 
they will know what attractions await them in Tokyo. 

Shinichi Sogou 
Senior Director of Tourism 
Division
Tokyo’s Bureau of Industrial 
and Labor Affairs

Koji Ikehata
Chairman of the JATA Kanto 
Chapter
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Travel Industry Monthly Report

Discussion: Japan-US Tourism Exchange Year
Aiming to Boost Visitors to the US in Cooperation with Brand USA;
Implementation of 7-point Action Plan Based on Memorandum
- - - -  In September last year,  JATA signed a 
memorandum entitled “Japan-US Tourism Exchange 
Year” with Brand USA, a tourism promotion 
organization. The aim of the memorandum is to 
attract 3.75 million Japanese travelers to the US by 
2016. A number of activities are already underway.  
First please outline the sequence of events that led 
to the signing of the memorandum.  

Hasegawa: Brand USA is an organization that aims to 
stimulate demand from the overseas market for tourism 
in the US. Brand USA is based on the Tourism Promotion 
Act enacted in March 2010. Seeing Brand USA’s active 
promotion in the Japanese market, JATA prepared a 
program centered around a seven-point action plan to 
promote joint initiatives, which developed into the Japan-
US Tourism Exchange Year. This led to the signing of the 
memorandum in September last year at the JATA Tourism 
Forum and Travel Showcase held in Tokyo.

---- Specifically, what sorts of activities are 
underway?

Hasegawa: The seven-point action 
plan consists of (1) announcing 
and boosting recognition of the 
Japan-US Tourism Exchange Year, 
(2)  promotion of  informational 
and  educa t i ona l  p rog rams  fo r 
t r a v e l  a g e n c i e s ,  ( 3 )  p l a n n i n g 
a n d  i m p l e m e n t a t i o n  o f  p l a n s 
a n d  c a m p a i g n s  t o  p r o m o t e 
d e v e l o p m e n t  o f  n e w  t r a v e l 
products, (4) awakening of demand 
for travel through promotion of 
e x c h a n g e s  b e t w e e n  J a p a n e s e 
and US sister cities, (5) planning 
and implementation of plans and 

campaigns to support the start of new air service to the 
US cities, (6) initiatives to boost mutual participation 
in the JATA Tourism Forum and Travel Showcase and 
PowWow, and (7) promotion of exchanges between the 
US and Japan travel industries through regular industry 
conferences. Activities are being implemented based on 
these points. As an informational and educational program 
for travel agencies, a monthly study group is held to train 
US Travel Professionals (USTP) to lead promotion of 
travel to the US. Participants are composed of staff from 
major travel agencies, including travel wholesalers, and 
ten professional USTPs and ten executive USTPs are 
certified by the US. US Deep-mining Intensive Seminars 
are also held. 

Moreover, to promote the development and creation 
of high-quality, attractive US travel products, JATA is 
holding an American Tour Contest as part of the JATA 
Tour Grand Prix in which the winner will receive a 
special award in commemoration of the Japan-US 
Tourism Exchange Year. The deadline for entries is next 
month. The plan is to announce the prize at the JATA 
Tourism Forum and Travel Showcase in September this 
year.

---- JATA and Brand USA are pursuing efforts to 
promote travel from Japan to the US, but meanwhile, 
what is the current market like for travel agencies?

Iwase: Currently, the supply of 
airline seats is tight, and hotels are 
no longer easy to reserve, either. In 
the US market, a high percentage 
of airline seats and hotel rooms 
are bought online, and so suppliers 
have begun selling their goods using 
dynamic pricing.  Travel agencies 
are hard pressed to secure airline 
seats and hotel rooms because, with 
the market that does not use travel 
agencies increasing in size, response 
to this market demand is given high 
priority. 

Matsuura: At our company, the 
ratio of flights and hotels for FIT 

and those for packages is about seven to three. I have a 
feeling that customers are doing a thorough comparison 
of FIT prices and package prices. In the case of package 
products, it is a struggle to sell them when they are 
exceedingly skeletonized.

---- What kinds of approaches to the market are 
travel agencies considering?

Iwase: First, because many of our customers visit large 
urban areas, I think that we must not treat them all in 
a perfunctory manner but rather must offer attractive 
proposals that suit their interests. We must feature the 
attractions that can only be found in US cities, including 
sports such as the MLB and NBA, shopping, and seasonal 
events like Halloween and Easter. Demand from families 
is also increasing, and so we would like to devise ways 
for families to select cities and theme parks. Also, a fairly 
large number of customers of circular tours including 
multiple destinations are longing to visit and see many 
places at a reasonable price, and we would like to deal 
with that demand in a solid fashion. 

Matsuura: I feel that we must 
s t rengthen  the  contents  of  our 
products  so that  they are  more 
tailored to our targets. We have 
b e e n  c o n c e n t r a t i n g  o n  n o n -
packaged products for FIT, and 
the attractiveness of the US is not 
reflected very well in our package 
tours. For example, I think we could 
increase our appeal by offering 
a package to the Caribbean and 
Disney World for honeymooners. We 
are also looking at the senior citizen 
segment .  Our  effor ts  to  a t t ract 
senior people up to now have been 
insubstantial, and so I think we must 

strength our efforts for that segment from here forward.

Masako Iwase
Senior Manager
Planning & Purchasing
Europe, Africa, Middle East 
& Americas Division
JTB World Vacations, Inc
E a s t  J a p a n  R e g i o n a l 
Headquarters

Akihisa Matsuura
Team Leader
East Japan Regional Tour 
Division
American and Oceanian 
Area Team
H.I.S. Co., Ltd.

Kazuyoshi Hasegawa
Director  and Secretary 
General
Japan Association of Travel 
Agents 
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Travel Industry Monthly Report

Outbound Travelers Decline 12.3%, 
to 1.237 million, in April;
6.1% Cumulative Decrease during 
January through April

According to the estimate of outbound Japanese 
travelers released by the Japan National Tourism 
Organization (JNTO) on May 22, the figure was only 
1.237 million travelers in April, a drop of 12.3% year on 
year. This follows February’s decline of 4.9%.

During the four months from January through April, 
outbound travelers numbered 5.68 million, a decrease of 
6.1% year on year.

Last year, the annual number of outbound travelers 
reached 18.49 million, an 8.8% increase year on year, 
surpassing the 18-million benchmark and setting the 
highest annual figure ever. January of this year also 
maintained the positive trend with a 2.2% increase year 
on year, but figures for February and March were both 
negative.

The overseas travel market seems to have shifted from 
slack movement to an actual slowdown, making the 
outlook for the future even harsher. 

Meanwhile, inbound foreign visitors numbered 923,000 
in April, representing an increase of 18.1% year on year. 
The number of inbound foreign visitors was negative 
in January, down 2.4% year on year, but displayed an 
increase of 33.1% year on year in February and 26.3% 

year on year in March. Thus, double-digit growth was 
maintained for three consecutive months. 

JNTO attributes this satisfactory movement in the 
inbound market to the perception that trips to Japan are 
relatively inexpensive now thanks to the weakening of 
the yen, the increase in the supply of airline seats, and the 
Visit Japan promotion conducted in markets worldwide 
to stimulate travel to Japan during the cherry blossom 
season in March and April. 

  
Number of inbound trips to grow 
42.3% by 2017

According to market  research f irm Euromonitor 
International,  Japanese tourism is experiencing a 
tremendous recovery, with visitor numbers increasing by 
34% to reach 8.3 million visitors in 2012. 

In 2011, a devastating earthquake decreased inbound 
travellers 28% and in 2012, the region had strong growth 
of 2.1 million visitors. Furthermore, while bidding for 
the 2020 Olympics, Tokyo announced a goal to reach 18 
million visitors by 2016 and 25 million by 2020.

The solidarity of the international community assisting 
in disaster relief, the government’s campaigns and several 
tourism organizations proactively encouraging travel 
to Japan represent the major factors behind the current 
optimism within the tourism industry.  

“The Japanese government spent 8 billion yen in 2012 
to ensure that inbound tourism recovered by raising the 
number of translation guide services to ensure tourists 
security in case of emergency, building halal friendly 
environment, and providing interactive smartphone apps 
with information  on radiation levels in major cities”, 
says Ayako Homma, research analyst at Euromonitor. 
“Business travel also grew by 12% as Japan held major 
international conferences such as IMF, Sibos, and WTTC, 
the World Travel and Tourism Council "

Towards the latter half of 2012, the territorial disputes 
with South Korea and China over the surrounding islands 
which islands caused Japan to suffer a slight slow-
down of incoming tourists from South Korea, China and 
Taiwan.  Those countries represent 60% of the total key 
visitors in 2012.

“Japan saw strong growth in travellers from Thailand, 
Malaysia and Indonesia due to the Japanese government 
easing visa requirements and shifting promotional 
campaigns to these countries,” said Homma.  

Within the forecast period, Euromonitor estimates the 
number of inbound trips to strongly grow 42.3% by 2017. 
The introduction of low cost carriers such as Jet Star, 
Peach and Air Asia in 2012 and the weakening of the 
yen currency will encourage the country through a full 
recovery. 

Japanese Overseas Travelers     （Unit: Persons）

Month 2012 2013 Change（%）

1
Jan. 1,331,144 1,360,639 2.2
2

Feb. 1,572,587 1,430,633 −9.0
3

Mar. 1,737,033 1,652,000 −4.9
4

Apr. 1,410,963 1,237,000 −12.3
5

May. 1,431,204
6

Jun. 1,481,674
1〜6

Jan.-Jun. 8,964,605
7
Jul. 1,598,016
8

Aug. 1,964,041
9

Sep. 1,622,996
10
Oct. 1,470,289
11
Nov. 1,434,503
12
Dec. 1,436,172

1〜4
Jan.-Apr. 6,051,727 5,680,000 −6.1
1〜12
Jan.-Dec. 18,490,622

JAPAN NATIONAL TOURISM ORGANIZATION
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テレビ、新聞、雑誌等で東京観光を楽しむ人々の姿が
毎日のように取り上げられています。今や「東京」は国
内旅行、訪日旅行の分野における、わが国最大のデス
ティネーションといってよいでしょう。とりわけ訪日旅行で
は現在の円安状況が続けば東京観光にさらにドライブ

がかかりそうです。
今号では東京都産業労働局観光部長十河様と関東
支部の池畑支部長の対談を企画しました（1～3ページ
に対談記事）。十河様が語る東京のさらなる観光産業
振興プランにご注目ください。

6月10日 LADY　JATA委員会／関東支部
6月11日 福岡地区委員会／九州支部
6月12日 海外旅行委員会／関東支部
6月14日 旅行業法制度研究部会／本部
6月18日 インバウンド委員会／関東支部
6月18日 消費者相談委員会／関西支部
6月19日 定時総会／本部
6月20日 幹事会／九州支部
6月20日 幹事会／中部支部
6月21日 幹事会／関東支部
6月25日 国内旅行委員会／関東支部
6月25日 教育研修委員会／九州支部
6月26日 海外旅行推進委員会/本部
6月28日 業務改善委員会／本部
7月3日 社会貢献委員会／本部
7月10日 旅行業法制度研究部会／本部
7月11日 空港委員会／中部支部
7月12日 旅行業経営委員会／本部
7月16日 インバウンド委員会／関東支部
7月17日 訪日旅行推進委員会／本部
7月17日 国際旅行委員会／九州支部
7月17日 総務・消費者委員会／中部支部
7月18日 総務委員会／関東支部
7月19日 理事会・常任役員会／本部
7月22日 広報委員会／本部
7月23日 国内旅行委員会／関東支部
7月25日 国内旅行推進委員会／本部
7月26日 海外旅行委員会／関東支部

6月10日～
13日 旅程管理研修（東京）／研修・試験委員会
6月11日 法務セミナー（大阪）／法制委員会
6月11日 アゼルバイジャンセミナー／海外旅行推進委員会
6月12日 JATA旅博2013出展者説明会／JATA旅博推進会議
6月12日～
13日 寺子屋JATA／九州支部
6月13日 Ｔｅａｍ EUROPE「鉄道」セミナー／海外旅行推進委員会
6月13日～
17日 タイ国自由視察研修旅行／海外旅行推進委員会
6月13日 法務セミナー（東京）／法制委員会
6月18日～
21日 旅程管理研修（岡山市）／研修・試験委員会
6月20日 Ｔｅａｍ EUROPE「冬景色」セミナー／海外旅行推進委員会
6月26日～
27日

ツアー登山実地研修(福島県檜枝岐村から尾瀬）／
国内旅行推進委員会

6月27日 Ｔｅａｍ EUROPE「音楽」セミナー／海外旅行推進委員会
6月27日～
30日 タイ国自由視察研修旅行／海外旅行推進委員会
6月28日 ツアー登山セミナー「低体温症を学ぶ」／国内旅行推進委員会
6月29日 JATAの森下草刈（秩父）／社会貢献委員会
7月1日 伊勢・熊野セミナー／国内旅行推進委員会

7月2日 LCCセミナー「これからの日本の旅行会社流通シス
テムとは」／旅行業経営委員会

7月2日～
5日 旅程管理研修（大阪）／研修・試験委員会

7月9日～
12日 旅程管理研修（福島、東京）／研修・試験委員会

7月16日 若手を含む実務者向けインバウンドセミナー／
関東支部

7月23日 LCCセミナー「アジア大交流時代の世界のLCC
の動き」／旅行業経営委員会

●JATA業務予定表　6月10日（月）～7月26日（金）
※予定表は変わることがあります。詳しくはJATAホーム
ページ（会員限定ページ）をご覧ください。

本部・支部の委員会（予定）

●JATA主催・共催の研修・セミナー等活動
※JATA正・協力会員を対象とした研修・セミナーであり、すで
に申し込み受付を締め切った研修・セミナーもあります。詳しく
は、JATAホームページ（会員限定ページ）をご確認ください。

学校法人 国際文化アカデミー

JTBトラベル＆ホテルカレッジ
〒170-0002 東京都豊島区巣鴨3-2-12
TEL：03-3910-5551(代)　FAX：03-3910-5152

http://www.jtb-college.ac.jp/

90120-187-283

大学にはない学びで夢をつかむ
就職内定先はみんなが憧れる人気企業！
大学にはない学びで夢をつかむ
就職内定先はみんなが憧れる人気企業！
大学にはない学びで夢をつかむ
就職内定先はみんなが憧れる人気企業！

感動のそばに、いつも。

ＪＴＢグループ外の
＜旅行・ホテル・観光業界＞へ卒業生の約半数が就職！！
ＪＴＢグループ外の
＜旅行・ホテル・観光業界＞へ卒業生の約半数が就職！！
ＪＴＢグループ外の
＜旅行・ホテル・観光業界＞へ卒業生の約半数が就職！！

希望者
就職内定率
100%
希望者

就職内定率
100%
希望者

就職内定率
100%
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2010年の上海万博で
は、中津川保存会のメ
ンバーが「岐阜自慢五
人男」を披露しました

文政10年に神社の境
内から現在の場所に移
築された鳳凰座は、岐
阜県の有形民俗文化財
に指定されています

岐阜自慢ジカブキプロジェクトでは、
地歌舞伎にちなんだ弁当やお菓子な
どオリジナルの商品も開発されました

地歌舞伎に魅せられた演
じる側と見る側の双方の
熱い思いが、地域の伝統芸
能を支えてきました

役になりきって照明と拍手喝采を浴びる
悦びも地歌舞伎の醍醐味の一つです

自
慢
の
伝
統
芸
能・地
歌
舞
伎
で

新
た
な
着
地
型
観
光
の
定
着
め
ざ
す

　
中
山
道
や
南
北
街
道
な
ど
主
要
な
街
道
の
交

差
点
だ
っ
た
岐
阜
県
南
部
の
東
濃
地
方
で
は
、江

戸
時
代
か
ら
神
社
な
ど
の
農
村
舞
台
で
、地
歌
舞

伎
が
演
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。明
治
以
降
に
は
、回

り
舞
台
や
花
道
な
ど
を
持
つ
本
格
的
な
芝
居
小

屋
が
多
く
造
ら
れ
て
い
ま
す
。昭
和
に
入
っ
て
消
滅

の
危
機
に
瀕
し
た
こ
と
も
あ
る
地
歌
舞
伎
と
芝

居
小
屋
で
す
が
、21
世
紀
を
迎
え
た
今
、地
域
の

貴
重
な
文
化
財
と
し
て
、新
し
い
着
地
型
観
光
へ

の
可
能
性
を
拓
く
存
在
と
な
り
ま
し
た
。

　

の
保
存
会
と
７
つ
の
芝
居
小
屋
が

東
濃
に
集
中

　
今
年
3
月
31
日
、岐
阜
県
中
津
川
市
の
常
盤

座
で
常
盤
座
歌
舞
伎
保
存
会
に
よ
る
定
期
公
演

が
開
催
さ
れ
、地
域
の
人
々
と
と
も
に
、名
古
屋
市

の
旅
行
会
社
が
主
催
し
た
ツ
ア
ー
の
参
加
者
ら
約

1
5
0
人
も
地
歌
舞
伎
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　
地
歌
舞
伎
は
素
人
が
演
じ
る
歌
舞
伎
の
こ
と

で
、一般
的
に
は
地
芝
居
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、

地
歌
舞
伎
と
い
う
独
自
の
表
現
に
は
、地
元
の
人

た
ち
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

　
岐
阜
自
慢
ジ
カ
ブ
キ
プ
ロ
ジェク
ト
の
矢
野
純
子

事
務
局
長
に
よ
る
と
、岐
阜
県
は
国
内
で
も
地
芝

居
が
最
も
盛
ん
な
地
域
で
、29
団
体
に
及
ぶ
保
存

会
の
数
は
、他
の
地
域
を
圧
倒
す
る
も
の
で
す
。

　「
保
存
会
の
15
団
体
が
東
濃
地
方
に
集
中
し
、

芝
居
小
屋
も
新
旧
合
わ
せ
て
7
つ
現
存
し
て
い
ま

す
。衣
装
や
道
具
の
保
存
に
加
え
、舞
台
を
支
え

る
人
々
の
活
動
も
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
」

今
春
か
ら
は
民
間
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

取
り
組
み

　
2
0
1
0
年
に
は
岐
阜
県
が
、全
国
に
通
用
す

る
大
き
な
観
光
資
源
と
な
る
も
の
と
し
て
、「
東

濃
地
方
の
地
歌
舞
伎
と
芝
居
小
屋
」を「
中
山
道 

ぎ
ふ
17
宿
」な
ど
4
資
源
と
と
も
に
、〝
岐
阜
の
宝

も
の
〟に
認
定
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
機
に
、郷
土
の
文
化
財
と
し
て
認
識
さ

れ
て
い
た
地
歌
舞
伎
を
、地
元
の
観
光
振
興
に
も

活
用
し
よ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
、2
0
1
0

年
10
月
か
ら
は
、岐
阜
県
に
よ
る「
岐
阜
の
宝
も

の
」ブ
ラ
ッ
シュア
ッ
プ
事
業
の一環
と
し
て
、滞
在
型

観
光
地
づ
く
り
を
目
指
す「
岐
阜
自
慢
ジ
カ
ブ
キ

プ
ロ
ジェク
ト
」が
ス
タ
ー
ト
。東
濃
地
方
の
歌
舞
伎

保
存
会
や
観
光
協
会
、観
光
事
業
者
な
ど
も
参
画

し
、地
歌
舞
伎
を
観
光
振
興
に
活
用
す
る
た
め
の

具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
や
情
報
発
信
、定
期

公
演
への
誘
客
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
今
年
3
月
ま
で
の
岐
阜
県
に
よ
る
支
援
事
業

を
踏
ま
え
、4
月
か
ら
は
任
意
団
体「
岐
阜
自
慢

ジ
カ
ブ
キ
プ
ロ
ジ
ェク
ト
」が
発
足
し
、独
自
の
活

動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。同
プ
ロ
ジェク
ト
の
矢
野

事
務
局
長
は
、「
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
地
歌
舞

伎
を
体
験
し
て
い
た
だ
く
と
同
時
に
、地
元
の
人

た
ち
と
同
じ
よ
う
に
地
域
の
文
化
や
自
然
を
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
着
地
型
観
光
の
定
着
と
拡
大

を
目
指
し
た
い
」と
意
欲
を
示
し
て
い
ま
す
。

東濃地方［岐阜県］ 素材研究
（国内）
素材研究
（国内）
素材研究
（国内）

15
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バ
リ
島
か
ら
空
路
で
約
30
分
。
大
小
約

1
0
0
0
も
の
島
が
東
西
に
連
な
る
ヌ
サ・テ
ン

ガ
ラ
諸
島
の
西
端
に
位
置
す
る
ロ
ン
ボ
ク
島
は
、

北
部
に
リ
ン
ジ
ャ
ニ
山（
3
7
2
6
メ
ー
ト
ル
）が

そ
び
え
る
火
山
島
で
す
。西
ヌ
サ・テ
ン
ガ
ラ
州

の
州
都
マ
ト
ラ
ム
の
あ
る
島
で
す
が
、伝
統
的
な

暮
ら
し
も
残
さ
れ
て
お
り
、素
朴
な
人
々
に
ふ
れ

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。観
光
地
の
喧
騒
か
ら
離
れ

て
、懐
か
し
い
風
景
の
中
で
の
ん
び
り
と
過
ご
す

時
間
は
、こ
の
島
な
ら
で
は
の
魅
力
で
す
。

ロ
ン
ボ
ク
島
の
魅
力
を
大
人
の
旅
行
者
に

　
バ
リ
島
の
東
約
50
キ
ロ
に
位
置
し
、フ
ロ
ー
レ
ン

ス
海
に
浮
か
ぶ
ロン
ボ
ク
島
は
、両
島
を
隔
て
る
ロ

ン
ボ
ク
海
峡
に
生
物
地
理
上
の
境
界
線
で
あ
る

ウ
ォレ
ス
線
が
走
って
い
る
こ
と
か
ら
、バ
リ
島
と
は

動
植
物
な
ど
の
生
態
が
異
な
り
ま
す
。手
つ
か
ず

の
ビ
ー
チ
と
透
明
度
の
高
い
海
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

3
番
目
に
高
い
リ
ン
ジ
ャニ
山
や
乾
燥
し
た
大
草

原
な
ど
、雄
大
な
自
然
と
同
時
に
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
多
様
な
文
化
も
楽
し
め
る
島
で
す
。

　
メ
ル
寺
院
や
リ
ン
サ
ル
寺
院
、ナ
ルマ
ダ
宮
殿
や

水
の
宮
殿
、西
ヌ
サ・テ
ン
ガ
ラ
国
立
博
物
館
な
ど

が
ツ
ア
ー
コ
ー
ス
と
し
て一般
的
で
、サ
サ
ッ
ク
族
の

伝
統
的
な
暮
ら
し
も
見
学
で
き
ま
す
。民
族
色

豊
か
な
島
民
の
生
活
を
ベ
ー
ス
に
、絹
織
物
や
民

芸
品
な
ど
も
数
多
く
売
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ロ
ン
ボ
ク
島
の
大
き
な
魅
力
の一つ
が
、美
し
い

ビ
ー
チ
。き
め
細
か
な
白
砂
が
ま
ぶ
し
い
ギ
リ・ア

イ
ラ
ン
ド
は
、欧
米
の
ビ
ー
チ
好
き
の
間
で
は
憧
れ

の
地
と
し
て
知
ら
れ
、エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
浅

瀬
が
広
が
る
風
景
は
、ま
さ
に
楽
園
そ
の
も
の
。

観
光
開
発
も
着
手
さ
れ
て
い
る
ロ
ン
ボ
ク
島
で
す

が
、「
20
年
前
の
バ
リ
島
」と
言
わ
れ
る
雰
囲
気
も

人
気
の
秘
密
で
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
島
の
素
朴
さ
が

残
る
隠
れ
家
的
な
雰
囲
気
を
保って
い
ま
す
。

　

2
0
1
1
年
10
月
に
は
、州
都
マ
タ
ラ
ム
か
ら

約
20
キ
ロ
の
位
置
に
新
し
い
国
際
空
港
が
完
成
。

片
側
2
車
線
の
新
道
路
も
開
通
し
、空
港
への
ア

ク
セ
ス
も
改
善
さ
れ
ま
し
た
。ガ
ル
ー
ダ・イ
ン
ド

ネ
シ
ア
航
空
が
バ
リ
島（
デ
ン
パ
サ
ー
ル
）か
ら
毎

日
1
便
を
運
航
し
て
い
る
ほ
か
、ジ
ャ
カ
ル
タ
か
ら

も
毎
日
2
便
が
就
航
し
て
い
ま
す
。

バ
リ
島
へ
の
シ
ニ
ア
需
要
復
活
も

　
バ
リ
島
で
は
日
本
か
ら
の
旅
行
者
数
が
伸
び
悩

ん
で
い
ま
す
が
、60
歳
以
上
の
割
合
は
1
割
に
も

満
た
な
い
状
況
で
す
。日
本
の
海
外
旅
行
市
場
を

牽
引
し
て
い
る
の
が
シ
ニ
ア
層
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
る
と
、若
者
に
特
化
し
た
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
ショ

ンへ
と
シ
フ
ト
し
て
き
た
バ
リ
島
の
変
化
が
、シ
ニ

ア
層
の
比
率
低
下
に
つ
な
がっ
た
と
言
え
そ
う
で

す
。素
朴
な
島
だった
バ
リ
島
の
雰
囲
気
を
持
ち
、

静
か
な
環
境
が
残
る
ロ
ン
ボ
ク
島
に
は
、国
際
的

な
高
級
ホ
テ
ル
も
あ
り
、快
適
に
過
ご
せ
ま
す
。

シ
ニア
層
のニ
ー
ズ
を
満
た
す
ロン
ボ
ク
島
に
旅
行

者
を
呼
び
込
む
こ
と
で
、バ
リ
島
への
シ
ニ
ア
需
要

復
活
も
期
待
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ロンボク島［インドネシア］

豊かな田園風景の中に人々の暮らしが息づ
いています

メル寺院静かなギリビーチは楽園の雰囲気です 国際空港も新しく完成。アクセスも向上しました

素朴な人々もロンボク島の魅力

素朴な人々の伝統的な
暮らしも見学できます

素材研究
（海外）
素材研究
（海外）
素材研究
（海外）

昔
の
バ
リ
島
が
感
じ
ら
れ
る
島

懐
か
し
い
風
景
と
素
朴
な
人
々
と
…
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　 「
東
京
都
観
光
産
業
振
興
プ
ラ
ン
」
を
め
ぐ
っ
て

東
京
を
世
界
の
観
光
ブ
ラ
ン
ド
都
市
に

 

十
河 

慎
一 

氏
（
東
京
都
産
業
労
働
局 
観
光
部
長
）

 

池
畑 

孝
治 

氏 

（
J
A
T
A
関
東
支
部 
支
部
長
）

株式会社ジャタはJATAの会員サポート拡大を目的として旅行業に係わる団体制度を取扱う会社です。

お問い合わせ・取扱代理店 株式会社ジャタ　TEL　03-3504-1751　　E-mail　mail@yu-jata.com

～旅行業者に必要とされる保険です。この機会にぜひご加入をご検討ください～
2013年度「旅行特別補償保険」・「旅行事故対策費用保険」 現在募集中（6月20日締切）

JATA会員企業向け団体保険制度のご案内

ＪＡＴＡ団体保険種類

旅行業者にみられる
費用負担事例

団体保険概要

支払われる
主な保険金

（旅行参加者1名あたり）

対象業務

旅行事故対策費用保険旅行特別補償保険

＊上記表は、JATA団体保険制度（旅行特別補償保険、旅行事故対策費用保険）の概要を示したものです。詳細は、パンフレット・JATAホームページ・「会
員向け有料サービス」または、㈱ジャタホームページhttp://www.yu-jata.comをご覧ください。
引受幹事保険会社：東京海上日動火災保険㈱
共同引受保険会社：ＡＩＵ損害保険株式会社　エース損害保険㈱　ジェイアイ傷害火災保険㈱　三井住友海上火災保険㈱
＊上記保険の内容は、2013年7月1日午前0時から2014年6月30日午後0時までを包括期間とするご契約の内容です。
ご加入にあたっては、必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。補償内容等については、契約者である日本旅行業協会の事務局にお渡ししてあります保険約
款によりますが、ご不明点がありましたら㈱ジャタまたは引受保険会社におたずねください。

13-T-00589（2013年4月作成）

海外企画旅行に参加中のお客様が事故により
傷害を被り、７日間の入院が必要となった。
社員を現地に派遣する等、お客様対応上数百万
円単位の費用がかかった。

お客様が海外企画旅行で事故に遭遇し、２名が
死亡した。
特別補償責任の規程により旅行業者は５，０００
万円の補償金を支払う必要が生じた。

企画旅行・手配旅行の別を問わず旅行者の旅行
行程中の事故のために、旅行業者が各種費用の
支出を余儀なくされた場合に、その事故対応費用
を補償します。
（海外用では「疾病危険等担保特約」を付帯する
ことにより旅行行程中の病気による費用等も対
象とすることができます。）
「ＪＡＴＡ海外緊急重大事故支援システム」に加入
される場合は、本保険へご加入ください。

旅行者が企画旅行に参加中の事故に遭われた
際のケガ・携行品の損害(オプション)に対して、旅
行業者が旅行業約款の特別補償規程に基づい
て、補償金・見舞金の支払責任を負担する場合
にその損害を補償します。

・事故対応費用保険金
（社員現地派遣費用・ランドオペレーター費用･
通信連絡費用･緊急応対関係費用･現地捜索
費用）
・救援者費用保険金
（救援者現地派遣費用・傷者・遺体移送費用・
遺体処理費用)
・見舞費用保険金(弔慰金・見舞金)
・臨時費用保険金
※保険金額　
　海外500万円・300万円・200万円、
　国内150万円・100万円・50万円から選択

・死亡補償保険金
（海外２，５００万円、国内１，５００万円）
・後遺障害補償保険金
（死亡補償保険金の３％～１００％）
・入院見舞費用保険金
（海外：入院日数により４万～４０万）
（国内：入院日数により２万～２０万）
・通院見舞費用保険金
（海外：通院日数により２万～１０万）
（国内：通院日数により１万～５万）
・携行品損害補償保険金（オプション）
（14万7,000円（免責金額（自己負担額）1事故
あたり3,000円））

・企画旅行
・手配旅行
（交通機関のみ、宿泊機関のみ等は対象外）

・企画旅行

JATA海外緊急重大事故支援システム

お問い合わせ
平成25年度募集中
（6月20日締切） 日本アイラック株式会社　TEL　03-5360-1391

海外で万一の重大事故が発生した場合、
緊急事故対応は大丈夫ですか？
1.支援システム発動対象は海外の企画旅行（募集型・受注型）です。
2.支援システム発動条件は「1名以上の死亡事故」等より発動になります。
3.年会費は42,000円（うち消費税2,000円）になります。

安価な費用で安心のバックアップが得られる
「JATA海外緊急重大事故支援システム」への
ご加入を「企業防衛」のためにぜひご検討ください。

JATA支援システムは、会員専用の「24時間緊急サポートデスク」を提供します。
365日、24時間体制で、事故処理対応に関する相談受付・アドバイスを実施します。

＜国内支援オプションサービス＞
2010年度（第14期）より、JATA支援システム利用会員が実
施する国内の企画旅行中（募集型・受注型）に、緊急事故処理
が発生した場合、企画旅行会社の対応を支援するための『国内
支援オプションサービス』が設けられました。

2013年
6月10日発行
vol.76

http://www.jata-net.or.jp/
発行　一般社団法人 日本旅行業協会
〒100-0013 東京都千代田区霞が関3-3-3 全日通霞が関ビル3階
TEL：03-3592-1271（代表）　TEL：03-3592-1244（広報）
FAX：03-3592-1268

じゃたこみ

一般社団法人 日本旅行業協会発行
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座
談
会  

ア
メ
リ
カ
方
面
需
要
の
底
上
げ
に
向
け
て

「
ブ
ラ
ン
ド
U
S
A
」と
連
携
、ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
期
待

・ ITCにおける卸販売が正式に解禁
・ 若手業界人の活躍に期待
　「JATA若者トラベル研究会」が初会合 JATA旅博2013

旅博ポスターが完成素材研究  （海外）ロンボク島　（国内）東濃地方
特
別
対
談

HOT NEWS
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